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図
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ઇस等༶ච　ࣨொ時代・15世紀
ୗد立美術館ݝ口ࢁ

੨ʑとしたؠथʑ。෩にΏれる
っていますの৭も美しくض
展ࣔ期間：5月8日（火）～5月27日（日）

◉Ր
ㆉ

ᷜ
ㆆ㇓

ܕ
ㆋ㆟


ㆩ

ث
ㆌ

新ׁेݝ日ொࢢ 
Ҩग़ࢁ
ೄ文時代（த期）・
前3000～前2000年
新 ・ׁे 日ொࢢଂ（े日ொࢢ博物館อ）
ࣸਅ：খ博

ࣽਬ͖のಓ۩で͋る͜とをれさせる、  
ೄ文の美を代表するثです

　2017年秋、「雪
せっ

舟
しゅう

真
しん

筆
ぴつ

、84年ぶりに再発見」のニュースが大きな
話題となりました。驚くべきは、この雪舟筆「倣

ほう

夏
か

珪
けい

山
さん

水
すい

図
ず

」が極め
て良好な保存状態だったことで、小さな画面からは雪舟の息づかい
がいきいきと伝わってきます。
　「倣夏珪」とは、「南

なん

宋
そう

の画
が

院
いん

画
が

家
か

（宮廷画家）・夏珪の画風に
倣
なら

って描いた」という意味で、雪舟は他にも多くの中国画家の作品を
規範として画技を磨きました。重要文化財「倣

ほう

玉
ぎょく

㵎
かん

山
さん

水
すい

図
ず

」（岡山
県立美術館蔵、展示期間：～ 5月6日（日））もその一つで、これらは

かつて一巻だったものが今は断
簡となって各地に分蔵されていま
す。ぜひお見逃しなく。 （瀬谷愛）

　この夏、縄文時代の美をテーマにした特別展を開催します。誰もが知っている火
か

焰
えん

型
がた

土
ど

器
き

やおな
じみの遮

しゃ

光
こう

器
き

土
ど

偶
ぐう

をはじめ、北は北海道から南は沖縄まで縄文時代を代表する優品がトーハクに
集合。当時の人びとが日々の暮らしのなかで工夫を重ねて作り出した土器や石器、神秘的な魅力に
あふれる土偶や装身具などをぜひご覧ください。また、7月31日（火）からは縄文時代の国宝6件す
べてが、初めて勢ぞろいします。 （品川欣也）

هץ೦『ᅳ՚』130 पɾே日৽ฉ 140प

ಛผల

ʮ໊作ੜ
 ʵͭͳ͕Δ日本ඒज़ʯ

東京国立博物館ɾϑΟラσϧϑΟΞඒज़館
ըಛผలاྲྀަ

ʮϚϧηϧɾσϡγϟン
 ͱ日本ඒज़ʯ

ಛผల

ʮೄจʵ1ສのඒのޑಈʯ
時期・地域を超えて縄文時代の優品が集結！

ಛผల

ʮإਅᷭ　
      Ԧᠩ೭Λ͑た໊චʯ

4݄13日⣬
˝

5݄27日⣧
      ฏؗ 
ಛผలࣔࣨ

7݄3日⣩
˝

9݄2日⣧
      ฏؗ 
ಛผలࣔࣨ

観覧ྉ：一般1,600円（1,400円/1,300円）、大学生1,200円（1,000円/900円）、
生900円（700円/600円） （ˎ　）は前ച/20໊Ҏ্のஂମྉۚ。த学生Ҏߍߴ
Լແྉ　ˎোがい者とͦのհޢ者1໊はແྉ（入館の際にোがい者खாなどをご
ఏࣔください） ˎ前ച݊は4月12日（）まで、東京国立博物館ਖ਼チέットച場
（窓口、開館日のみ）、展覧会ެࣜサイト、各種プϨイガイドにてൢചʗお問合せ：
03-5777-8600 （ハϩーμイヤル）ʗ展覧会ެࣜサイトhttp://meisaku2018.jp/

　唐時代、欧
おう

陽
よう

詢
じゅん

・虞
ぐ

世
せい

南
なん

・褚
ちょ

遂
すい

良
りょう

の三大家の伝
統を継承しつつ、新たな筆
法を創出したのが顔

がん

真
しん

卿
けい

です。本展は、書が普遍的
な美しさを獲得した唐時代
の書をとりあげ、国内外の名品を通して、顔真卿の
人物や書の本質に迫ります。また後世に与えた影
響や、日本における受容にも目を向け、唐時代の

書の魅力をご紹介
します。 （富田淳）

　米国・フィラデルフィア美術館に
よる「現代アートの父」マルセル・
デュシャン（1887-1968）の展覧会
と、当館蔵の日本美術で構成する
日本美術展をともに開催します。
「泉」、「階段を下りる裸体 No.2」および初来日の油画作品
や貴重な資料・写真を含む約150点でデュシャンの人生と
その活動を辿る一方、日常生活の道具に見出された「美」
や、「ゆがみ」や「ひずみ」といった一見マイナスにみえる要素
に価値を見出した桃山の美意識など、西洋ではとりあげら
れない日本の美の特質を浮かび上がらせようという挑戦的
な試みです。 （鬼頭智美）

ઘ
ㆂ㆚ㆿ

マルηル・σュシャン
1917ʗ1950
フΟラσルフΟア美術館ଂ

世ք一ʁ有໊な㓂ث。Կが
アートかをܾΊるのは、見
る͋なた࣍ୈ

ࣗ
㆘

ॻ
㆗㇇

ࠂ
㆓ㆎ


㆗㇓


㆘㇇ㆄ

・ਅᷭච　時代إ
㑼தݩ年（780）
東京・東۠立ॻಓ
博物館ଂ

10݄2日⣩
˝

12݄9日⣧
ฏؗ

ಛผలࣔࣨ
1 ɾࣨ2ࣨ

2019
1݄16日⣪

˝
2݄24日⣧
ฏؗ

ಛผలࣔࣨ

ؔ࿈イϕント�　

記念講演会
「縄文の美を楽しむ」
日時：7月28日（土）  13:30～15:00（13:00開場）
講師：品川欣也（考古室主任研究員）
会場：平成館大講堂
定員：380名
（事前申込制、応募者多数の場合は抽選）
聴講料：無料
（ただし本展覧会の観覧券が必要。半券でも可）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に、（1）参加
者全員（2名まで）の氏名（ふりがな）、（2）代表者の
郵便番号・住所、（3）代表者の電話番号を、「返信用
表面」に代表者の郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、
下記申込み先にお送りください。

申込先：〒103-0014  東京都中央区日本橋蛎殻町
1-28-9-4F  ウインダム「縄文」展講演会事務局

申込締切：6月18日 (月 )必着

事前申込制

「江戸絵画名品展（仮）」
9݄3日⣨ ˝10݄28日⣧  ϓʔγΩϯඒज़ؗ

δϟϙχεϜ2018 「縄文展（仮）」
10݄17日⣪ ˝12݄8日⣭  ύϦຊจԽձؗ Philadelphia Museum of Art: 125th Anniversary Acquisition: Gift (by exchange) of Mrs. Herbert Cameron Morris, 1998

© Association Marcel Duchamp / ADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo, 2017 G1177

観覧ྉ：一般1,600円（1,400円/1,300円）、大学生1,200円（1,000円/900円）、ߍߴ生900円（700円/600円） （ˎ　）
は前ച/20໊Ҏ্のஂମྉۚ。த学生ҎԼແྉ　ˎোがい者とͦのհޢ者1໊はແྉ（入館の際にোがい者खாなど
をごఏࣔください） ˎ前ച݊は4月3日（火）から7月2日（月）まで、東京国立博物館ਖ਼チέットച場（窓口、開館日のみ）、
展覧会ެࣜサイト、各種プϨイガイドにてൢചʗお問合せ：03-5777-8600 （ハϩーμイヤル）  
展覧会ެࣜサイトhttp://jomon-kodo.jp/

ಛผల

ʮ京 େใԸࣉ
շܚɾఆܚのΈ΄ͱ͚ʯ
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の͏ͪ）
ංޙ定ח  ࡞ܚ時代・ఃԠ3年
（1224）  京・大報Ըࣉଂ

観Իのうち͜の㒢だけ定࡞ܚ
のが㒢にهされています

　大
だい

報
ほう

恩
おん

寺
じ

は千本通り沿
いにあるため千

せん

本
ぼん

釈
しゃ

迦
か

堂
どう

という別名があります。鎌
倉時代、承久2年（1220）
に創建され、本堂は京都
市内最古の建造物として
国宝に指定されています。
仏師快

かい

慶
けい

が造った十
じゅう

大
だい

弟
で

子
し

立
りゅう

像
ぞう

、肥
ひ

後
ご

定
じょう

慶
けい

が
造った等身大の六

ろく

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

、そして快慶の弟子
行
ぎょう

快
かい

作の秘仏本尊、釈
しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

など慶派仏
師の優品を展示します。
 （浅見龍介）

10݄2日⣩
˝

12݄9日⣧
ฏؗ

ಛผలࣔࣨ
3 ɾࣨ4ࣨ

再発見された雪舟作品、東京で一般初公開！

※◉は国宝、◎は重要文化財（重文）、○は重要美術品（重美）を表します。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。
※ は「ヒアリングループ」対応、 は「UDトーク」対応のイベントです。
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新ׁेݝ日ொࢢ 
Ҩग़ࢁ
ೄ文時代（த期）・
前3000～前2000年
新 ・ׁे 日ொࢢଂ（े日ொࢢ博物館อ）
ࣸਅ：খ博

ࣽਬ͖のಓ۩で͋る͜とをれさせる、  
ೄ文の美を代表するثです

　この夏、縄文時代の美をテーマにした特別展を開催します。誰もが知っている火
か

焰
えん

型
がた

土
ど

器
き

やおな
じみの遮

しゃ

光
こう

器
き

土
ど

偶
ぐう

をはじめ、北は北海道から南は沖縄まで縄文時代を代表する優品がトーハクに
集合。当時の人びとが日々の暮らしのなかで工夫を重ねて作り出した土器や石器、神秘的な魅力に
あふれる土偶や装身具などをぜひご覧ください。また、7月31日（火）からは縄文時代の国宝6件す
べてが、初めて勢ぞろいします。 （品川欣也）

ಛผల

ʮೄจʵ1ສのඒのޑಈʯ
時期・地域を超えて縄文時代の優品が集結！

ಛผల

ʮإਅᷭ　
      Ԧᠩ೭Λ͑た໊චʯ
　唐時代、欧

おう

陽
よう

詢
じゅん

・虞
ぐ

世
せい

南
なん

・褚
ちょ

遂
すい

良
りょう

の三大家の伝
統を継承しつつ、新たな筆
法を創出したのが顔

がん

真
しん

卿
けい

です。本展は、書が普遍的
な美しさを獲得した唐時代
の書をとりあげ、国内外の名品を通して、顔真卿の
人物や書の本質に迫ります。また後世に与えた影
響や、日本における受容にも目を向け、唐時代の

書の魅力をご紹介
します。 （富田淳）

「江戸絵画名品展（仮）」
9݄3日⣨ ˝10݄28日⣧  ϓʔγΩϯඒज़ؗ

δϟϙχεϜ2018 「縄文展（仮）」
10݄17日⣪ ˝12݄8日⣭  ύϦຊจԽձؗ

『東京国立博物館ニュース』
名品スタンプラリー
★ 4-5月のスタンプ設置場所：
法隆寺宝物館インフォメーション
★記念品の引換え方法：
4-5月のスタンプを押して、スタンプ帳を法隆寺
宝物館インフォメーションにご提示ください。スタ
ンプ計6個を集めた方に、記念品をお渡しします。
＊スタンプ帳には引換終了印を押します。

て
の
身
体
的
特
徴
を
兼
ね
備
え
て
い
ま

す
）、
合
掌
す
る
手
が
見
え
て
い
ま
す
。

お
釈
迦
さ
ま
は
、
摩
耶
夫
人
の
右
腋
か
ら

生
ま
れ
た
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

お
釈
迦
さ
ま
の
生
涯
は
、
彼
が
ど
れ
だ
け

偉
大
で
あ
る
か
を
示
す
た
め
に
、
不
思
議

な
話
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
誕
生
も
そ
の

一
つ
で
す
。
臨
月
に
近
い
摩
耶
夫
人
が
ル

ン
ビ
ニ
ー
園
に
赴
き
、
ム
ユ
ウ
ジ
ュ
と
い

う
木
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
を
摘
も
う
と
右

手
を
挙
げ
た
と
き
、
そ
の
腋
の
下
か
ら
生

ま
れ
た
の
が
お
釈
迦
さ
ま
で
し
た
。

　
こ
の
摩
耶
夫
人
像
は
右
足
を
一
歩
前
に

踏
み
出
し
、
上
半
身
は
少
し
前
傾
し
、
振

り
上
げ
た
右
手
首
を
ひ
ね
っ
て
い
ま
す
。

花
を
手
折
ろ
う
と
力
を
入
れ
た
そ
の
一
瞬

を
よ
く
と
ら
え
て
い
ま
す
。
摩
耶
夫
人
の

周
り
の
像
は
空
中
を
飛
来
し
て
き
た
天
人

で
す
。
慶
事
に
急
い
で
駆
け
つ
け
る
さ
ま

を
表
そ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
後
方

に
な
び
く
袖
や
裙く
ん

と
呼
ば
れ
る
ス
カ
ー
ト

の
裾
が
、
い
か
に
も
強
い
風
を
は
ら
ん
で

い
る
か
の
よ
う
で
す
。
ま
る
で
演
劇
の
一

場
面
を
見
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

お
釈
迦
さ
ま
の
生
涯
（
仏ぶ
つ

伝で
ん

）
を
浮
彫
や

絵
画
で
表
す
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
が
、

仏
像
の
よ
う
な
立
体
で
表
す
例
は
非
常
に

珍
し
く
、
本
像
は
そ
の
稀
有
な
遺
品
と
し

て
注
目
さ
れ
る
の
で
す
。�

（
皿
井
舞
）

　
桜
の
花
が
咲
き
み
だ
れ
る
春
、
そ
の
名

も
花
祭
り
と
美
称
さ
れ
る
仏
教
法ほ
う

会え

が
、

4
月
8
日
に
各
寺
院
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

灌か
ん

仏ぶ
つ

会え

や
仏ぶ
っ

生し
ょ
う

会え

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、

イ
ン
ド
で
仏
教
を
創
始
し
た
お
釈
迦
さ
ま

の
誕
生
を
祝
う
法
会
で
す
。
日
本
で
も
、

6
世
紀
に
仏
教
が
伝
来
し
て
か
ら
さ
ほ
ど

時
を
隔
て
ず
、
遅
く
と
も
飛
鳥
時
代
の
7

世
紀
の
初
め
頃
に
は
開
催
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
紹
介
す

る
摩
耶
夫
人
お
よ
び
天
人
像
は
、
飛
鳥
時

代
に
つ
く
ら
れ
た
金
銅
製
の
仏
像
で
す
。

こ
れ
ら
は
群
像
の
一
部
と
し
て
灌
仏
会
で

用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
奈
良

の
橘た
ち
ば
な

寺で
ら

が
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
本
寺

で
あ
る
法
隆
寺
に
移
さ
れ
て
伝
来
し
た
も

の
で
す
。

　
群
像
の
な
か
で
1
人
立
ち
上
が
り
右
手

を
上
に
振
り
上
げ
て
い
る
の
が
、
お
釈
迦

さ
ま
の
お
母
さ
ん
、
摩
耶
夫
人
で
す
。
よ

く
見
る
と
、
袖
か
ら
何
か
が
飛
び
出
し
て

い
ま
す
。
今
ま
さ
に
生
ま
れ
よ
う
と
し
て

い
る
お
釈
迦
さ
ま
で
す
。
袖
か
ら
ま
っ
す

ぐ
前
に
飛
び
出
す
頭
（
頭
部
の
頂
に
こ
ぶ

の
よ
う
な
も
の
が
つ
い
て
お
り
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
悟
り
を
開
い
た
仏
陀
と
し

天人（一൪ӈ）

摩耶夫人（෦分）

˕ຎ
ㆾ

㓇
㇄


ㆶ

人
ㆫ㇓

͓Αͼఱ
ㆦ㇓

人
ㆫ㇓

㒢
㆞ㆄ

　飛鳥時代・7世紀

観覧ྉ：一般1,600円（1,400円/1,300円）、大学生1,200円（1,000円/900円）、ߍߴ生900円（700円/600円） （ˎ　）
は前ച/20໊Ҏ্のஂମྉۚ。த学生ҎԼແྉ　ˎোがい者とͦのհޢ者1໊はແྉ（入館の際にোがい者खாなど
をごఏࣔください） ˎ前ച݊は4月3日（火）から7月2日（月）まで、東京国立博物館ਖ਼チέットച場（窓口、開館日のみ）、
展覧会ެࣜサイト、各種プϨイガイドにてൢചʗお問合せ：03-5777-8600 （ハϩーμイヤル）  
展覧会ެࣜサイトhttp://jomon-kodo.jp/

In f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n

今   号  の 名  品  
2018年4‐5月号

重文 摩
ま

耶
や

夫
ぶ

人
に ん

および天
て ん

人
に ん

像
ぞ う

通年
法隆寺宝物館第2室

お釈迦さま誕生の瞬間をとらえた、稀有な作例

ւ֎展

3 2

得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

4
・
5
月
号

仮 00（ � ）

念校
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4
は「博物館でお花見を」関連作品です。

今年の庭園開放は過去最長の5月20日
（日）まで。遅咲きのカンザンやケンロクエ
ンキザクラはこれから見ごろを迎えます。
また桜が散ったあとには、庭園全体が新
緑に。初夏の暖かな庭園もぜひお楽しみ
ください。
։์ظ ɿؒ3݄13ʢՐʣʙ 5݄20ʢʣ
10ɿ00ʙ16ɿ00

＊桜ライトアップ実施日は19：30まで
＊悪天候により中止の場合があります

本館の展示室では花見や桜を題材にした
作品を多数展示しています。桜の作品を探
しながら展示室をめぐるスタンプラリーも
開催中。5つのスタンプを全部集めたら、オ
リジナル缶バッジをプレゼントします！

ラΠトΞοプࡩ˗
3݄30ʢۚʣɾ31ʢʣɺ
4݄6ʢۚʣɾ7ʢʣ

˗͞ Β͘ΧϑΣ
3݄13ʢՐʣʙ 5݄20ʢʣ 
10:00ʙ16:00
＊3月30日（金）・31日（土）、4月6
日（金）・7日（土）は18:00まで
＊ラストオーダーは閉店の15分前 

＊悪天候により中止の場合があります

ελンプラϦʔࡩ˗
ʮതؗͰ͓ՖݟΛʯؒظதɺຖ࣮ࢪɻ
台紙の配布・バッジの引換え場所：本館エントランス
（引換えは10：00～閉館まで）

˗東博۟会ʮՖݟͰҰ۟ʯ
桜咲く庭園や桜をモチーフにした
作品をテーマに一句詠んでみません
か？ ご応募は構内4ヵ所に設置さ
れた投句ポストまで。入選作品は本
誌 8-9月号、当館ウェブサイトにて
発表、記念品を贈呈します。「博物
館でお花見を」期間中、毎日受付。

Γ͑ʯ͵ࡩ　ϫʔΫγϣοプʮय़ΒΜ·Μࡩ˗
桜をモチーフにした作品の
ぬりえです。思い思いに色
をつけ、自分だけの春らし
い作品をつくりましょう。
展示室にある作品の色づ
かいにも注目してみてくだ
さい。
日時：3݄29日（）ʙ 4݄2日（݄）　
֤日11:00ʙ 16:00
＊ぬりえシートがなくなり次第終了
会場：本館2階ラウンジ

　ΪϟラϦʔトʔΫࡩ˗
「国宝『花下遊楽図屛風』を楽しむ」
満開の桜の下、歌舞音曲の宴を楽しむ人々が六曲一双の大画
面に描かれます。今から400年前のお花見を描いた作品の魅
力や見どころをご紹介します。
日時：4݄4日（ਫ） 
14:00ʙ 14:30
講師：大橋美織（絵画・
彫刻室研究員）
会場：本館地下 みどりの
ライオン（教育普及スペ
ース）

ηϛφʔࡩ˗
「桜咲く絵画の世界」
桜は、日本人に最も親しまれている花ではないでしょうか。桜
の描かれた絵画を紹介し、その人気の秘密を考えます。
日時：4݄7日（）
13:30ʙ 15:00
（13:00開༧ఆ）
講師：田沢裕賀（学芸研
究部長）
会場：平成館大講堂

˗ϘランςΟΞにΑΔΨΠυπΞʔ
桜にちなんだ作品や構内の見頃の桜など、さまざまなテーマで
「トーハクの桜」をご案内します。
＊日時・テーマは本誌16ページまたは当館ウェブサイトでご確
認ください。

の֗のԻָ会ࡩ˗
「東京・春・音楽祭」参加アーティストによる無料のミニコンサ
ートです。

＊各回20分程度

4݄2日（݄） 11:00ʙ
Vive! サクソフォーン・
クヮルテット
会場：正門前（雨天時は
本館前）

4݄2日（݄） 13:00ʙ
坂東真奈実（ヴァイオリン）＆黒川実咲（チェロ）
会場：法隆寺宝物館エントランス

主催・お問合せ　東京・春・音楽祭実行委員会
（TEL：03-5205-6497）
ウェブサイト　http://www.tokyo-harusai.com/

得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

4
・
5
月
号

仮 00（ 4 ）

念校

展示室でお花見 お庭でお花見

3／13（火）
▼

4／8（日）

＊すべて参加無料（ただし、当日の入館料が必要）、事前申込み不要です。

春の庭園開放本館桜めぐり

桜イベント

2018年
限定バッジ！

観
かんおう
桜図

ず
屛
びょう
風
ぶ

本館7ࣨ　ॅܚ۩٢ච　ށߐ時代・17世紀　݈دࢯ࣏ଃ

（部分）

まもな
く終了

ユリノキちゃん
東京国立博物館
公式キャラクター

トーハクくん
東京国立博物館
公式キャラクター

3月26日（月）、
4月2日（月）は
特別開館日です。

今年も庭園開放は
5月までだほ！

ユリノキちゃん
東京国立博物館
公式キャラクター

特別開館日です。

博物館でお花見を
「博物館でお花見を」は、桜づくしのトーハクを満喫できる毎年恒例の大人気企画。
桜にゆかりのある作品や庭園に咲き誇る桜、バラエティに富んだ桜イベントで、
トーハクでしかかなわない贅沢なお花見をお楽しみください。

春限定の特別企画

お花見お花見お花見お花見お花見

748_p4_cs3_227.indd   4 18.3.13   1:12:11 PM



注目の企画

日本人に身近なサル

関連イベント
˔ΪャラリートーΫ「とࢠのΪャラリーの展
ࣔσβイン」ɣ 12ϖージ
˔πアー「্のࢁでサルΊ͙り」 ˠ13ϖージ
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ࣉ
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方
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ศ
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平҆時代・12世紀
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平҆時代・9世紀
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平҆時代・12世紀

10݄30⣩ʙ   
11݄25⣧
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ୈೋר�
平҆～ೆே時代・
12～14世紀
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平҆時代・11世紀
ฌݿ・一ࣉଂ

2019    
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1݄14⣨⣼
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㇊㇓

図
㆚

Ẓ
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1݄16⣪ʙ   
2݄11⣨⣼
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3݄10⣧

ࢁ‒
㇄ㆾ

ӽ
㆔㆗

Ѩ
ㆀ


ㆿ

ଫ
ㆠ

図
㆚

時代・13世紀ח
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2019    
3݄12⣩ʙ   
4݄7⣧

‒Ֆ
ㆉ

Լ
ㆉ

༡
㇆ㆄ

ָ
㇉ㆎ

図
㆚

Ẓ
ㆳ㇇ㆄ

風
ㆶ

ङ৴ච
時代・17世紀ށߐ

തؗͰΞδΞͷཱྀ
9݄4⣩ʙ9݄30⣧

തؗʹॳ͏Ͱ
2019    
1݄2⣪ʙ1݄27⣧

തؗͰ͓ՖݟΛ
2019    
3݄12⣩ʙ4݄7⣧

親と子の
ギャラリー

平成館
企画展示室

4月17日（火）

5月20日（日）
〜

　
上
野
公
園
に
あ
る
東
京
国
立
博
物
館
、
国
立
科
学

博
物
館
、そ
し
て
恩
賜
上
野
動
物
園
の
連
携
企
画「
動

物
め
ぐ
り
」も
今
年
で
12
年
目
。今
年
の
テ
ー
マ
は「
サ

ル
」で
す
。

　
リ
ア
ル
に
描
か
れ
た
サ
ル
、
願
い
を
こ
め
て
つ
く

ら
れ
た
サ
ル
、
そ
し
て
イ
ン
ド
の
サ
ル
の
神
さ
ま
な

ど
、
美
術
に
表
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ル
を
展
示
し

ま
す
。
ま
た
上
野
動
物
園
に
い
る
本
物
の
サ
ル
の
映

像
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
美
術
の
な
か
の
サ
ル

と
見
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

（
勝
木
言
一
郎
）

サ
ル
の
ひ
ろ
ば

総合文化展2�1�の

サルに願いを

国宝室（本館2室）の予定

本物そっくり！

猿
さる
形
がた
土
ど
製
せいひん
品

௩ग़ࣉ௬۠ ਅؠࢢさいたまݝۄ࡛
ೄ文時代（൩期）・前1000～前400年

日本人とサルのかかわりは
縄文時代にまでさかのぼ
ります。サルをかたどった
と思われるこちらの土製品
は、サルが古くから身近
な存在であったことをうか
がわせます。

ハヌマーン

得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

4
・
5
月
号

仮 00（ 5 ）

念校

まるでカメラで撮影したかのよ
うにリアルに描かれたサルの
絵。サルが蔦

つた

につかまったそ
の一瞬をとらえています。

中国では昔から「早く出世しま
すように」との願いをこめて、
ウマの上に乗ったサルを描いて
きました。

インド生まれのサルの
神さまハヌマーンは、
東南アジアでもあつく
信仰されています。

猿
さる
図
ず

ૂઋච　ށߐ時代・19世紀　
َོ一૬ଓ財࢈法人دଃ

◎馬
ば
猿
えん
猴
こう
図
ず

（唐
から
絵
え
手
て
鑑
かがみ
「筆

ひっ
耕
こう
園
えん
」の内）

᪅ᯏච　த国
໌時代ŋ15～16世紀

ハヌマーン立
りゅう
像
ぞう

カンϘジア
アンίール時代・11世紀
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࣏໌ 4
ʢ1871ʣ

文
もん

部
ぶ

省
しょう

に博
はく

物
ぶつ

局
きょく

設置

࣏໌ 5
ʢ1872ʣ

湯
ゆ

島
しま

聖
せいどう

堂で文部省博物館として最初
の博覧会を開催（博物館の創立・開館）

࣏໌ 6
ʢ1873ʣ

ウイーン万国博覧会参加のための博
覧会事務局に博物館が合併、内山下
町（現千代田区内幸町）に移転

࣏໌ 8
ʢ1875ʣ

博覧会事務局が内
ない

務
む

省
しょう

の所管となり
博物館と改称

࣏໌ 9
ʢ1876ʣ

上野公園が博物館所管となる

࣏໌ 14
ʢ1881ʣ

農
のう

商
しょう

務
む

省
しょう

所管となる。上野公園内旧
寛
かん

永
えい

寺
じ

本
ほん

坊
ぼう

跡地にコンドル設計の博
物館新館（旧本館）が竣工、
ୈೋճ内国ۀק博覧会の会場となる

࣏໌ 15
ʢ1882ʣ

新館（旧本館）開館。法隆寺献
けん

納
のう

宝
ほう

物
もつ

を収蔵。旧
きゅう

十
じゅう

輪
りん

院
いん

宝
ほう

蔵
ぞう

（校
あぜ

倉
くら

）を
移築

࣏໌ 19
ʢ1886ʣ

宮内省の所管となる

࣏໌ 22
ʢ1889ʣ

帝国博物館となる。総長に九
く き

鬼隆
りゅう

一
いち

、
美術部長に岡

おかくら

倉天
てんしん

心が就任

࣏໌ 33
ʢ1900ʣ

東京帝室博物館と改称

࣏໌ 34
ʢ1901ʣ

1900 年のパリ万国博覧会出品古美
術作品による第1回の特別展を開催

࣏໌ 42
ʢ1909ʣ

皇太子殿下（大正天皇）の御成婚記
念として表慶館開館

େਖ਼ 6
ʢ1917ʣ

ᷞ֎ɺ総ʹब

େਖ਼ 12
ʢ1923ʣ

関東大震災で旧本館が損壊。現在の
本館は昭和13 年（1938）に開館

跡地にコンドル設計の博

6

作品が語る、トーハク近代の歩み
平成30年（2018）は、明治元年（1868）から満150年の年にあたります。
明治5年（1872）を創立・開館年とするトーハクには、
明治期の気風が感じられる作品が多数展示されています。
近代化の歩みとともに生まれた逸品が見られる展示室をご紹介します。

のトʔϋΫظŋେਖ਼࣏໌

　本館18室では、ウイーンやパリで行わ
れた万

ばん

国
こく

博
はく

覧
らん

会
かい

に出品された作品や、
帝
てい

室
しつ

技
ぎ

芸
げい

員
いん

の優れた技があらわれた作
品によって、1年を通して「明治150年」
の歩みを紹介します。
　明治期の日本は、近代的な文明国家
となるために、もともとあった物作りの世
界と、西洋芸術の価値観との違いのなか
で葛藤しました。展示室では、作品情報
を記した札（写真下）に「第二回内

ない

国
こく

勧
かん

業
ぎょう

博覧会出品」などと書かれた作品にも
ご注目いただき、世界に問うた日本の精
華をぜひご覧ください。 （松嶋雅人）

　森
もり

林
りん

太
た

郎
ろう

（鷗外）は作家、軍医としてよく知ら
れていますが、最後の公職はトーハクの前身で
ある帝室博物館の総長でした。大正6年（1917）
末に就任、大正7年から本格的に仕事を始め、
同11年7月に在職のまま亡くなりました。
　就任から100年が過ぎた今年、公文書・調
査記録・書籍の序文など、館内の各種資料に
残る鷗外自身の筆跡を集め、亡くなる直前まで
熱心に博物館の仕事に取り組んだ鷗外の姿をう
かがいます。 （田良島哲）

本館15ࣨ　ྺ࢙のه

■

格
調
高
き
書
風
に
注
目
■

特
集「
ひ
ら
が
な
の
美
―
高こ

う

野や

切ぎ
れ

―」

特
集「
平
成
30
年 

新
指
定 

国
宝
・
重
要
文
化
財
」

4
月
17
日（
火
）▼
5
月
6
日（
日
） 

本
館 

8
室
・
11
室

5
月
8
日（
火
）▼
7
月
1
日（
日
） 

本
館 

特
別
1
室

主
催
：
文
化
庁
、
東
京
国
立
博
物
館

特集「就任100年 帝
て い し つ

室博
は く ぶ つ か ん

物館総
そ う

長
ちょう

森
も り お う が い

鷗外の筆跡」

◎褐
かつ
釉
ゆう
蟹
かに
貼
はり
付
つけ
台
だい
付
つき
鉢
はち

ॳ代ٶ߳14࣏໌　࡞ࢁ年（1881）
ୈ二ճ国ۀק博覧会ग़
～ 6月17日（日）

ʑしいフΥルムのുに、本物さなߥ
がらの2ඖのֈがはりついています

上
うえ
野
の
公
こうえん
園ノ

法
ほうりつ
律上

じょう
ノ性

せいしつ
質

ᷞ外ච
大ਖ਼9年（1920）

ᷞ外が博物館総
্、தにࡏ ެԂ
の理について論͡
たࣗචのߘݪ

◎古
こ
今
きん
和
わ
歌
か
集
しゅう

巻十
じゅう
九
きゅう
断
だん
簡
かん

（高野切）
伝紀؏೭ච
平҆時代・11世紀
ా՚دࢯଃ

एʑしい࿈໖のத
に、「の」「は」の
ですܗは整ったࣈ

○大
だい
字
じ
和
わ
漢
かん

朗
ろう
詠
えい
集
しゅう
切
ぎれ

伝౻ݪ行ච
平҆時代・11世紀
ా՚دࢯଃ

ਖ਼なࣈとྲྀྷなԾ
໊が੩かに調してい
ます

博覧会にग़された࡞
には、年߸のԼにͦの情
報がࡌهされています

　「
高
野
切
」
は
、『
古こ

今き
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う

』

の
現
存
す
る
最
古
の
写し

ゃ

本ほ
ん

で
、
日
本

の
書
の
歴
史
に
お
い
て
基
本
中
の
基

本
と
い
え
る
名め

い

筆ひ
つ
で
す
。
平
安
時
代

最
高
峰
と
さ
れ
る
「
高
野
切
」
の
仮

名
は
、
現
代
の
ひ
ら
が
な
の
規
範
と

な
る
も
の
で
す
。「
高
野
切
」
は
、

三
人
で
寄よ

り

合あ
い

書が

き
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
筆
者
を
、
高
野
切
第
一
種
、

第
二
種
、第
三
種
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
ま
ず
、「
高

野
切
」
の
三
人
の
筆ひ

っ

跡せ
き

を
ご
堪
能
い

た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
彼
ら
が
揮き

毫ご
う

し
た
別
の
作
品
と
、
彼
ら
の
筆
跡

に
類
似
す
る
同
時
代
の
作
品
も
展

示
し
ま
す
。
平
安
の
美
し
い
ひ
ら
が

な
の
形
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
恵
美
千
鶴
子
）

本館1�ࣨ　ۙのඒज़

いま改めて、近代の価値を考える

本
館
の
特
集
に
注
目

得 意 先
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本
館

本
館

本
館

本
館

　
古
来
よ
り
、神
々
に
奉
納
す
る
芸
能
と
し

て
始
ま
っ
た
能
で
は
、自
然
や
霊
魂
へ
の
畏

怖
か
ら
生
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
神
」
と

「
鬼
」
が
登
場
し
ま
す
。
神
々
の
系
譜
で
は

翁お
き
な

の
ほ
か
、
龍
神
や
別わ
け

雷
い
か
づ
ち
の

神か
み

と
い
っ
た

荒
々
し
い
神
や
明
神
、天
女
な
ど
で
す
。
一

方
、
鬼
系
で
は
、
天
狗
、
地
獄
の
鬼
、
怨
霊
、

山や
ま

姥う
ば

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
役
の
性
格
に
よ
っ
て
異
な
る
装し
ょ
う

束ぞ
く

の
色
、

模
様
、形
態
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
荒
々
し

い
神
々
の
役
に
は
、
着
付
の
厚あ
つ

板い
た

に
も
、
幾

何
学
的
な
力
強
い
鱗
形
の
地
紋
が
、鮮
や
か

な
紅
と
緑
に
映
え
る
デ
ザ
イ
ン
。
火
焰
太

鼓
、
雲
、
矢や

襖ぶ
す
ま

な
ど
、
霊
力
を
表
す
模
様
が

印
象
的
で
す
。 

（
小
山
弓
弦
葉
）

　
満
開
の
桜
や
恋
心
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
も

の
を
見
る
人
の
想
像
に
ゆ
だ
ね
る
の
が
能

の
お
も
し
ろ
さ
で
あ
り
難
し
い
と
さ
れ
る

理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
実
は
、親
子

の
情
愛
、
戦
の
儚
さ
な
ど
、
わ
か
り
や
す
い

テ
ー
マ
が
多
い
能
の
物
語
。登
場
す
る
人
間
、

神
、
鬼
、
妖
怪
、
怨
霊
な
ど
の
性
格
や
感
情

を
想
像
す
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
が
面お
も
て

で
す
。

荒
ぶ
る
神
の
面
・
悪あ
く

尉じ
ょ
う

か
ら
は
威
厳
を
、鬼

女
の
面
に
は
、恐
ろ
し
さ
の
裏
に
哀
し
み
が

垣か
い

間ま

見み

え
ま
す
。
今
回
展
示
す
る
神
や
鬼

面
に
は
ど
ん
な
思
い
が
見
え
ま
す
か
？

　
本
館
9
室「
神
と
鬼
の
風
姿
」と
あ
わ
せ
、

想
像
し
な
が
ら
、神
と
鬼
の
表
現
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

（
川
岸
瀬
里
）

　
日
本
国
内
で
作
ら
れ
た
茶
碗
、い
わ
ゆ
る

「
和
物
茶
碗
」の
特
集
で
す
。
和
物
茶
碗
は
、

喫
茶
の
風
と
と
も
に
中
国
か
ら
取
り
入
れ

ら
れ
た
精
美
な
唐か
ら

物も
の

茶
碗
や
、室
町
時
代
後

期
に
美
意
識
の
変
化
に
伴
っ
て
茶
の
湯
の

茶
碗
に
見
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
高こ
う

麗ら
い
茶
碗
と
は
異
な
り
、安
土
桃
山
時
代
に
大

成
さ
れ
た
侘わ
び

茶ち
ゃ

の
た
め
に
創
作
さ
れ
、展
開

し
て
い
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
特
集
で
は
、館
蔵
品
・
寄
託
品
に
よ

る
美
濃
、
樂
、
京
焼
、
唐
津
、
高
取
と
い
っ

た
各
地
の
和
物
茶
碗
を
一
堂
に
集
め
展
示

し
ま
す
。
土
の
味
わ
い
や
多
様
な
釉ゆ
う

の
表

現
、絵
付
け
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

（
横
山
梓
）

『
源
氏
物
語
』を
も
と
に
し
た
謡
曲「
葵あ
お
い
の

上う
え

」

に
登
場
す
る
、
嫉
妬
に
狂
う
六ろ
く

条
じ
ょ
う
の

御み

息や
す
ん

所ど
こ
ろ

の
生
霊
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
描
か
れ
ま
し
た
。

肩
か
ら
ず
り
落
ち
た
白
い
打
掛
に
、青
と
黄

の
藤
花
が
狂
お
し
く
咲
い
て
い
ま
す
。
そ

の
花
に
は
白
と
黒
の
蜘
蛛
の
巣
が
か
ら
み

つ
き
ま
す
。
青
白
く
透
き
通
る
女
性
の
肌

と
、滝
の
よ
う
に
流
れ
着
物
に
沁
み
込
む
黒

髪
が
、白
・
黒
の
蜘
蛛
の
糸
と
引
き
合
う
よ

う
で
す
。
く
ね
ら
せ
た
体
の
形
、指
先
の
し

ぐ
さ
、藤
花
や
蜘
蛛
の
巣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

曲
線
が
、嫉
妬
に
翻
弄
さ
れ
る
女
性
の
姿
を

彩
り
ま
す
。
気
品
あ
ふ
れ
る
松
園
作
品
の

中
で
も
異
色
の
主
題
で
す
。 

（
松
嶋
雅
人
）

能
のう
面
めん
　大

おお
癋
べし
見
み

「佐渡嶋 /一透作 /久知住」刻銘
室町時代・15世紀　文化庁蔵

鼻と唇の間を盛り上げる、珍しい表現
による迫真の表情は必見です

志
し
野
の
茶
ちゃ
碗
わん

銘 橋
はし
姫
ひめ

美濃　安土桃山～江戸時代・16～17世紀
松永安左エ門氏寄贈
堂々とした力強さをたたえる、志野茶碗
のなかでも古格の一作です

焔
ほのお

上村松園筆
大正7年（1918）
さまざまな曲線が
からみ合い、燃え
さかる嫉妬の焔が
あらわれます

૯߹จԽ展�ʛݟ�Ͳ͜ΖҊ

 Pick  up  !
૯߹จԽల ϐοΫΞοϓ !

厚
あつ
板
いた
 

紅
べに
緑
みどり
段
だん
雲
くも

矢
や
襖
ぶすま
鱗
うろこ
模
も
様
よう

江戸時代・19世紀

三角が連なる模様は龍の鱗をかたどっています

૯߹จԽ展�ʛݟ�Ͳ͜ΖҊ ૯߹จԽ展�ʛݟ�Ͳ͜ΖҊ

7

〜
4
月
22
日（
日
）

9
室
　
能
と
歌
舞
伎

3
月
20
日（
火
）〜
4
月
22
日（
日
）

14
室
　

4
月
24
日（
火
）〜
6
月
24
日（
日
）

14
室
　

5
月
8
日（
火
）〜
6
月
17
日（
日
）

18
室
　
近
代
の
美
術

役
柄
の
性
格
が
装
束
に
も
表
れ
る

想
像
力
を
掻
き
立
て
る
さ
ま
ざ
ま
な
面

侘
茶
の
世
界
観
が
こ
こ
に

美
人
画
作
家
、
松
園
の
異
色
作

「
神か

み

と
鬼お

に

の
風ふ

う

姿し

」

特
集「 

日に

本ほ
ん

の
仮か

面め
ん

能の
う

狂き
ょ
う

言げ
ん

面め
ん

の
神か

み

と
鬼お

に

」

「 

和わ

物も
の

茶ち
ゃ

碗わ
ん

の
世せ

界か
い

―
美み

濃の

、
樂ら

く

、
京き

ょ
う

焼や
き

、
唐か

ら

津つ

、
高た

か

取と
り

」

焔ほ
の
お
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法
隆
寺
宝
物
館

東
洋
館

平
成
館

法
隆
寺
宝
物
館

黒
田
記
念
館

東
洋
館

東
洋
館

東
洋
館

　
朝
鮮
半
島
北
部
の
楽ら
く

浪ろ
う

で
は
、紀
元
前
2

世
紀
末
に
中
国
か
ら
漢
文
化
が
お
よ
び
ま

し
た
。
鉛
を
含
ん
だ
釉
薬
で
緑
色
に
焼
き

上
げ
る
緑
釉
陶
器
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
鳥
は
、お
墓
に
納
め
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア

（
明め
い

器き

）
の
よ
う
で
す
。
お
そ
ら
く
、
緑
釉

の
大
盤
を
池
に
見
立
て
、そ
の
中
に
こ
の
鳥

や
、
ほ
か
の
小
さ
な
緑
釉
陶
器
を
置
い
て
、

憧
れ
の
庭
園
を
表
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
最
近
の
修
理
の
と
き
、
以
前
の
修
理
で

首
が
長
め
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、

本
来
の
長
さ
に
修
正
さ
れ
ま
し
た
。
首
長

竜
の
よ
う
な
姿
か
ら
元
の
水
鳥
ら
し
さ
を

取
り
戻
し
て
、
初
め
て
の
お
披
露
目
で
す
。

 

（
白
井
克
也
）

　
広
い
展
示
室
の
中
で
揺
る
ぎ
な
い
存
在

感
を
放
つ
饕
餮
文
瓿
。
当
館
の
青
銅
器
を

代
表
す
る
作
品
で
す
。
そ
っ
と
歩
み
寄
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
の
が
、
胴
部
に
表
さ
れ
た
大
き
な
顔
。

巻
き
角つ
の

に
開
い
た
口
、そ
し
て
少
し
膨
ら
ん

だ
瞳
に
く
ぎ
づ
け
に
な
り
ま
す
。
一
見
す

る
と
強こ
わ

面も
て

な
が
ら
、決
し
て
威
圧
的
で
は
な

い
こ
の
文
様
は
、饕
餮
文
あ
る
い
は
獣じ
ゅ
う

面め
ん

文も
ん

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
饕
餮
文
は
、今
か
ら

3
0
0
0
年
以
上
前
の
殷い
ん（

商
）時
代
に
特

に
重
ん
じ
ら
れ
、青
銅
容
器
の
目
立
つ
場
所

に
大
き
く
表
現
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
あ
が

め
ら
れ
た
最
高
神
と
も
、
土
地
神
と
も
、
祖

先
神
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

（
市
元
塁
）

　
春
の
東
洋
館
で
は
、イ
ン
ド
更さ
ら

紗さ

を
中
心

に
、
錦に
し
き

、
絣か
す
り

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
ド
染
織

を
展
示
し
ま
す
。
大
航
海
時
代
に
オ
ラ
ン

ダ
の
東
イ
ン
ド
会
社
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
タ

イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
向
け
に
デ
ザ
イ

ン
さ
せ
た
輸
出
用
更
紗
な
ど
を
見
る
と
、イ

ン
ド
で
染
め
た
鮮
や
か
な
色
彩
の
模
様
染

が
世
界
の
人
々
を
魅
了
し
た
時
代
が
よ
み

が
え
り
ま
す
。
今
回
展
示
す
る
中
で
も
特

に
美
し
い
金き
ん

更ざ
ら

紗さ

は
、北
イ
ン
ド
地
方
で
信

仰
の
厚
か
っ
た
ク
リ
シ
ュ
ナ
神
の
説
話
を

手
描
き
で
表
し
て
い
ま
す
。
北
イ
ン
ド
の

ナ
タ
ド
ゥ
ア
ラ
の
下
絵
様
式
を
用
い
て
、イ

ン
ド
南
東
の
海
岸
で
制
作
注
文
を
受
け
た

も
の
で
す
。 

（
小
山
弓
弦
葉
）

૯߹จԽ展�ʛݟ�Ͳ͜ΖҊ

 Pick  up  !
૯߹จԽల ϐοΫΞοϓ !

　
墨
と
い
う
素
材
は
、濃
淡
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
を
豊
か
に
表
現
し
ま
す
。
ま
た
、水
分
の

含
有
量
を
変
え
る
こ
と
で
、か
す
れ
や
に
じ

み
を
自
在
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
中
国
で
は
古
く
か
ら
、こ
の
よ
う
な
墨

の
特
性
を
活
か
し
て
、様
々
な
生
き
物
を
描

い
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
南
宋
時
代
の
水

墨
画
の
名
手
・
牧も
っ

谿け
い

の
画
風
を
継
承
す
る
作

品
や
、
明
時
代
に
流
行
し
た
龍り
ゅ
う

魚ぎ
ょ

図ず

、
同
じ

く
明
時
代
の
浙せ
っ
派ぱ

に
よ
る
粗
放
な
筆
墨
を
駆

使
し
た
花か

鳥ち
ょ
う

図ず

、清
時
代
の
大
都
市
・
揚
州

で
栄
え
た
花か

卉き

雑ざ
つ

画が

な
ど
、13
世
紀
か
ら
19

世
紀
に
か
け
て
の
、水
墨
に
よ
る
生
き
物
表

現
の
展
開
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

（
富
田
淳
）

饕
とう
餮
てつ
文
もん
瓿
ほう

中国　殷時代・
前13～前11世紀
坂本キク氏寄贈
儀式用の酒などをおさめた、ずんぐりとした
容器を瓿と呼びます

緑
りょく
釉
ゆう
鳥
とり

伝楽浪古墳出土　楽浪・1～3世紀
小倉コレクション保存会寄贈

翼は省略されていますが、目、くちばしが
丁寧に作り出されています

◎竹
ちく
鶏
けい
図
ず
軸
じく
　蘿窓筆

中国
南宋時代・13世紀

午前4時、朝まだき幽
暗を表現する墨の諧
調は見事。峻厳な鶏
の目つきもスゴイ！

ピチャヴァイ（礼
らい
拝
はい
用
よう
掛
かけ
布
ふ
）

クリシュナ図
ず
金
きん
更
ざら
紗
さ

インド・マスリパタム　18世紀
クリシュナ神が乳搾りの女性である
ゴピたちに取り囲まれるシーンです

（部分）
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8

4
月
24
日（
火
）〜
10
月
14
日（
日
）

10
室
　
朝
鮮
の
磨
製
石
器
と
金
属
器

4
月
17
日（
火
）〜
5
月
20
日（
日
）

8
室
　
中
国
の
絵
画

通
年5

室
　
中
国
の
青
銅
器

4
月
10
日（
火
）〜
7
月
1
日（
日
）

13
室
　
ア
ジ
ア
の
染
織

高
さ
10
㎝
、
墓
に
納
め
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア

墨
な
ら
で
は
の
表
現
の
妙
に
注
目

東
洋
館
で
ま
ず
見
る
べ
き
青
銅
器

世
界
を
魅
了
し
た
鮮
や
か
な
模
様
染

緑り
ょ
く

釉ゆ
う

鳥と
り

「
墨す

み

の
世せ

界か
い

の
生い

き
物も

の

た
ち
」

饕と
う

餮て
つ

文も
ん

瓿ほ
う

「
イ
ン
ド
の
染せ

ん

織し
ょ
く

」
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法
隆
寺
宝
物
館

平
成
館

法
隆
寺
宝
物
館

黒
田
記
念
館

　
唐
櫃
と
は
、箱
の
前
後
や
左
右
に
脚
を
付

け
た
収
納
具
で
す
。
箱
の
底
を
地
面
か
ら

浮
か
せ
て
、内
容
品
を
湿
気
な
ど
か
ら
守
る

構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
唐
櫃
と

よ
ぶ
の
は
、も
と
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
形

式
だ
っ
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
が
、や
が
て

蒔ま
き
絵え

や
螺
鈿
で
装
飾
さ
れ
た
り
し
て
、日
本

の
独
自
的
な
調
度
品
と
な
り
ま
し
た
。
本

作
品
は
、平
安
後
期
の
螺
鈿
漆
器
と
し
て
名

高
い
も
の
で
、そ
の
蓋
表
・
側
面
・
脚
部
に

夜
行
貝
の
螺
鈿
に
よ
る
円
形
の
鳳
凰
文
が

白
く
輝
い
て
い
ま
す
。
こ
の
鳳
凰
円
文
は

歌
舞
伎
座
の
暖の

簾れ
ん

や
提ち
ょ
う

灯ち
ん

な
ど
の
文
様
の

モ
デ
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。（
猪
熊
兼
樹
）

　
こ
の
作
品
は
洋
画
家
の
黒く
ろ

田だ

清せ
い

輝き

が
、妻

の
照て
る

子こ

の
姪
で
あ
る
金か
ね

子こ

君き
み

子こ

を
モ
デ
ル

に
自
宅
の
庭
で
描
い
た
も
の
で
す
。
2
歳

の
と
き
に
母
親
を
亡
く
し
た
こ
と
も
あ
り
、

実
子
の
い
な
か
っ
た
黒
田
家
で
は
君
子
を

引
き
取
っ
て
養
女
の
よ
う
に
育
て
て
い
ま

し
た
。
黒
田
は
た
び
た
び
君
子
を
モ
デ
ル

に
作
品
を
描
い
て
い
ま
す
が
、
政
治
家
や

実
業
家
か
ら
頼
ま
れ
て
制
作
し
た
謹き
ん

厳げ
ん

な

肖
像
画
と
は
異
な
り
、
明
る
い
色
彩
の
な

か
に
身
内
の
幼
な
子
へ
の
親
愛
の
情
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

 

（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
塩
谷
純
）

　
平
成
館
企
画
展
示
室
で
は
親
と
子
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー「
サ
ル
の
ひ
ろ
ば
」（
↓
5
ペ
ー
ジ
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、向
か
い
の
考
古
展
示

室
で
は
猿
の
埴
輪
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
眉
が
出
っ
ぱ
り
鼻
の
下
が
長
く
、赤
い
顔

に
加
え
、前
か
が
み
か
ら
見
返
る
し
ぐ
さ
な

ど
、猿
の
動
き
や
特
徴
を
よ
く
と
ら
え
て
い

ま
す
。
耳
や
手
は
取
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す

が
、よ
く
見
る
と
背
中
に
も
何
か
が
は
が
れ

た
痕
が
あ
り
、ど
う
や
ら
本
来
は
子
ど
も
を

背
負
う
お
母
さ
ん
猿
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
後

ろ
を
振
り
返
る
の
も
、背
中
の
子
を
気
に
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
親
子
の
愛
情

が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

 

（
山
本
亮
）

もるる日
ひ
影
かげ

黒田清輝筆
大正3年（1914）
黒田の日記によれば幼いモデルがなかなか落着かず、
黒田を困らせたこともあったようです

૯߹จԽ展�ʛݟ�Ͳ͜ΖҊ

 Pick  up  !
૯߹จԽల ϐοΫΞοϓ !

10 0 0 年後の未来に     バトンタッチ！
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文
化
財
修
理
の
重

要
な
処
置
の
一
つ
に

〝
接
着
〞が
あ
り
ま

す
。
た
だ
く
っ
つ
け

ば
良
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
文
化
財

の
材
質
、
技
法
、
構

造
、
そ
し
て
損
傷
の

状
態
に
合
っ
た
接
着

剤
を
選
択
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
文
化
財
修
理
で
は
将
来
的
な
再
修
理
も

想
定
し
、
膠に

か
わ

、小
麦
粉
で
ん
ぷ
ん
な
ど
の
天

然
素
材
だ
け
で
な
く
、ア
ク
リ
ル
樹
脂
、エ

ポ
キ
シ
樹
脂
な
ど
の
合
成
樹
脂
も
含
め
、

様
々
な
接
着
剤
の
中
か
ら
適
し
た
も
の
を

選
び
ま
す
。
ま
た
実
際
の
作
業
に
入
る
前

に
、接
着
剤
の
濃
度
や
乾
燥
後
の
状
態
な
ど

の
テ
ス
ト
を
し
ま
す
。
そ
の
た
め
接
着
に

は
、
古
典
材
料
や
技
法
だ
け
で
は
な
く
、
多

様
な
樹
脂
の
性
質
や
取
り
扱
い
方
、接
着
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
、
幅
広
い
知
識
や
経
験
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

（
野
中
昭
美
）

◎埴
はに
輪
わ
　猿

さる

伝茨城県行方市 大日塚古墳出土
古墳時代・6世紀

子猿は両手を広げてお母さんの背中に
しがみついていたようです（写真左）

దͨ͠ணࡎΛબͿ
͜ͱͷେ͞

◎鳳
ほう
凰
おう
円
えん
文
もん
螺
ら
鈿
でん
唐
から
櫃
びつ
  平安時代・12世紀

両翼を広げた鳳凰を円形にデザインした 
螺鈿が印象的です

文化財修理で使用される接着剤の一例

૯߹จԽ展�ʛݟ�Ͳ͜ΖҊ ૯߹จԽ展�ʛݟ�Ͳ͜ΖҊ
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4
月
24
日（
火
）〜
6
月
17
日（
日
）

第
4
室

3
月
20
日（
火
）〜
5
月
6
日（
日
）

黒
田
記
念
室

〜
6
月
3
日（
日
）

考
古
展
示
室

平
安
後
期
の
螺
鈿
の
名
品

作
品
か
ら
伝
わ
る
親
密
な
雰
囲
気

猿
の
背
中
に
い
た
の
は
…
？

重
文
　
鳳ほ

う

凰お
う

円え
ん

文も
ん

螺ら

鈿で
ん

唐か
ら

櫃び
つ

も
る
る
日ひ

影か
げ

重
文
　
埴は

に

輪わ

　
猿さ

る

得 意 先
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品質責任者
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国
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物
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ニ
ュ
ー
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7-4/22⣧

観
ㆉ㇓

ࡩ
ㆈㆄ

ਤ
㆚

Ẓ
ㆳ㇇ㆄ

෩
ㆶ

　住吉具慶筆
江戸時代・17世紀　西脇健治氏寄贈
→4ページ

-7/16⣨ɾ⣼


ㆯㆫ

ྠ
㇏

�གྷ
ㆈㆩ

Δਓ
ㆲㆨ

ʑ
ㆳㆨ

埼玉県熊谷市 野原古墳出土
古墳時代・6世紀
踊る人か、馬をひく人とみられる、独創
的な造形の人物埴輪です

-5/6⣧　
ㆩ

ۮ
ㆄ

山梨県笛吹市御坂町
上黒駒出土
縄文時代（中期）・
前3000～前2000年
宮本直吉氏寄贈

-4/22⣧

࢛˕
㆗

ق
ㆌ

ࢁ
㆕㇓

ਫ
㆙ㆂ

ਤ
㆚

Ẓ
ㆳ㇇ㆄ

෩
ㆶ

伝周文筆　室町時代・15世紀
四季おりおりに美しい大自然
を居ながらに味わえます

舶来した中国名画の
諸図様を引用して、
四季の大自然が構
成されています

4/24⣩-5/27⣧

࢛˕
㆗

ق
ㆌ

ࢁ
㆕㇓

ਫ
㆙ㆂ

ਤ
㆚

Ẓ
ㆳ㇇ㆄ

෩
ㆶ

　伝周文筆　室町時代・15世紀

4/24⣩-5/27⣧

ඦ
ㆲ㇃ㆎ

ສ
ㆾ㇓

ౝ
ㆨㆄ

ଫ
ㆠ

ཏ
㇉

ೌ
ㆫ

　奈良時代・8世紀

陀羅尼は、年記の明らかな現存する印刷物では世界最古のも
のです

5/8⣩-7/22⣧

ऄ
㆘㇃


ㆉ㆔

ઍ
ㆡ

ௗ
ㆩ㇊

ࣘ
ㆾㆌ

ֆ
ㆆ

�
ݛ
㆙㆚㇊

ശ
ㆰ㆓

江戸時代・18世紀
広田松繁氏寄贈
流水と蛇籠をク
ローズアップした
図案は、当時人気の光琳風です

5/8⣩-6/3⣧

Ұ
ㆂㆡ

ߦ
ㆍ㇇ㆄ

ॻ
㆗㇇

隠元隆琦筆
江戸時代・17世紀
中国から日本に渡
来し、黄檗宗（おう
ばくしゅう）を開いた
禅僧隠元の大字の
書です

-4/15⣧

ඈ
ㆀ ㆙ ㆉ

ௗࢁ
㇄ㆾㆮ

Ֆ
ㆯㆪ

ݟ
ㆿ

鳥居清長筆
江戸時代・18世紀

4/24⣩-6/17⣧

˕᧑
㇊㇇ㆄ

᧢
ㆨㆄ

　ࠠ
㆓㇓


㆘

ೋ
ㆵ㆟

ॏ
ㆆ

ຮ
ㆥ㇋

Դ
ㆼ

୮
㆟㇓


ㆉ㇉


ㆎ㆕

文
㇂㇓

金
ㆌ㇓

᧩
㇉㇓

和歌山・丹生都比売神社伝来
南北朝時代・14世紀
中国・元からも
たらされた貴
重な金襴で仕
立てられた袖
無の上衣です

4/24⣩-5/27⣧

ී
ㆵ

ݡ
㆒㇓

े
㆘㇅ㆄ

ཏ
㇉

Ⴂ
㆛ㆤ

ঁ
ㆫ㇇

૾
㆞ㆄ

　鎌倉時代・14世紀
法華経信仰者の守護神となった鬼女たち。
ここでは愛らしい宮廷女性に描かれています

-4/15⣧

ݯ
㆒㇓

ࢯ
㆘

物
㇂ㆮ

ޠ
ㆋ㆟㇊

ਤ
㆚

Ẓ
ㆳ㇇ㆄ

෩
ㆶ

（ֆ
ㆆ

合
ㆀ㇏㆛

ɾމ
㆓


ㆡ㇇ㆄ

）
狩野晴川院〈養信〉筆
江戸時代・19世紀

4/10⣩-5/13⣧

‒๏
ㆻ

՚
㆐

ܦ
ㆌ㇇ㆄ

ٱ）
ㆎ


ㆮㆄ

ࣉ
㆘

ܦ
ㆌ㇇ㆄ

）�ํ
ㆻㆄ

ศ
ㆹ㇓


ㆼ㇓

平安時代・12世紀
静岡・鉄舟寺蔵
平安時代後期を代表する
絢爛豪華な装飾経。1人1
巻ずつ30人が写経に関わ
りました

5/15⣩-6/3⣧

ࢁ‒
㆛㇓

ਫ
㆚ㆂ

Ẓ
ㆳ㇇ㆄ

෩
ㆶ

鎌倉時代・13世紀　京都・神護寺蔵
密教の灌頂（かんじょう）儀礼で用
いられた、現存最古のやまと絵屏
風です

（部分）

（部分）

（部分）

（左隻部分）

（右隻部分）

（右隻部分）

（胡蝶部分）

૯߹จԽ展�ʛݟ�Ͳ͜ΖҊ
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༡
㇆ㆄ
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ਤ
㆚
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狩野長信筆  江戸時代・17世紀

-5/6⣧

ʓ金
ㆌ㇓

খ
㆓

ࡳ
㆖ㆭ

ߚ
ㆹㆫ

ࢳ
ㆂㆨ

த
ㆪㆉ

ന
㆘㇍

Җ
ㆈㆩ㆗ㆮ

ෲ
ㆯ㇉

ר
ㆾㆌ

安土桃山時代・16世紀
伝統的なかたちですが、華やか
な仕立てに時代の好みがみられ
ます
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伊万里
江戸時代・17世紀
広田松繁氏寄贈
茶人に特に人気の
高い瓢形の徳利。
川を流れる桜の花
びらを意匠化して
います
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伊賀
江戸時代・
17世紀
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室町時代・15世紀

兜と袖を完備した貴重な胴丸で、
濃い藍色のなかで紅白の威が映
えています

（部分）
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　奈良時代・8世紀　植村和堂氏寄贈

大ぶりに書かれた大字経で、奈良時代大字写経の名品です
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鎌倉時代・14世紀
平安時代中期の武将・源頼光に
よる土蜘蛛退治を描く絵巻です

-4/22⣧

˕Ἔ
ㆄㆾ㇄

ਤ
㆚

Ẓ
ㆳ㇇ㆄ

෩
ㆶ

室町時代・16世紀
岡崎正也氏寄贈

（部分）

（左隻部分）
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長谷川久蔵筆　安土桃山時代・16世紀
『平家物語』終盤。平家滅亡後、後白河法
皇は大原に隠棲した建礼門院を訪ねます

（部分）
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江戸時代・19世紀
矢野鶴子氏寄贈

★4/17㊋-5/6㊐
特集「 平成30年 新指定  国宝・重要文化財」

★4/17㊋-5/6㊐
特集「平成30年 新指定  国宝・重要文化財」
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鎌倉時代・13世紀

本館（日本ギャラリー）

1-1：日本美術のあけぼの―縄文・弥生・古墳  1-2：仏教の興隆
―飛鳥・奈良  2：国宝室  3-1：仏教の美術―平安～室町  3-2：宮廷の
美術―平安～室町  3-3：禅と水墨画―鎌倉～室町  4：茶の美術  
5・6：武士の装い―平安～江戸  7：屏風と襖絵―安土桃山・江戸  
8-1：暮らしの調度―安土桃山・江戸  8-2：書画の展開―安土桃山・
江戸  9：能と歌舞伎  10：浮世絵と衣装―江戸

11：彫刻  12：漆工  13-1：金工  13-2：刀剣  13-3：陶磁  14：特集
15：歴史の記録  16：アイヌと琉球  18：近代の美術  
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5・6：武士の装い―平安～江戸  7：屏風と襖絵―安土桃山・江戸  
8-1：暮らしの調度―安土桃山・江戸  8-2：書画の展開―安土桃山・
江戸  9：能と歌舞伎  10：浮世絵と衣装―江戸

11：彫刻  12：漆工  13-1：金工  13-2：刀剣  13-3：陶磁  14：特集
15：歴史の記録  16：アイヌと琉球  18：近代の美術  
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1-1： 日本美術のあけぼの―縄文・弥生・古墳
1-2： 仏教の興隆―飛鳥・奈良  

2： 国宝室  

3-1： 仏教の美術―平安～室町  

3-2： 宮廷の美術―平安～室町
3-3： 禅と水墨画―鎌倉～室町
4： 茶の美術  

5・6： 武士の装い―平安～江戸
7： 屛風と襖絵―安土桃山・江戸
8-1： 暮らしの調度―安土桃山・江戸
8-2： 書画の展開―安土桃山・江戸
9： 能と歌舞伎
10： 浮世絵と衣装―江戸

11： 彫刻  

12： 漆工  

13-1： 金工  

13-2： 刀剣  

13-3： 陶磁
14： 特集
15： 歴史の記録  

16： アイヌと琉球  

（17： 保存と修理）
18： 近代の美術  
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京都・大宮神社伝来
平安時代・10世紀
豊穣や福徳をつかさど
る女神。日本では奈良
時代以降、信仰が盛ん
になりました

5/8⣩-7/22⣧
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江戸時代・18世紀
広田松繁氏寄贈
流水と蛇籠をク
ローズアップした
図案は、当時人気の光琳風です
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豊原国周筆　明治時代・19世紀
歌舞伎で演じられため組の鳶
辰五郎と力士四ツ車大八の
乱闘場面
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鳥居清長筆
江戸時代・18世紀

5/15⣩-6/3⣧

ݟ
ㆿ

立
㆟ㆦ

ҏ
ㆂ


㆛

物
㇂ㆮ

ޠ
ㆋ㆟㇊

（ീ
㇄

ڮͭ
ㆯ㆗

）
鈴木春信筆　江戸時代・18世紀
『伊勢物語』「八橋」を旅姿の若
い男女にやつし、季節感豊かに
描いています
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和歌山・丹生都比売神社伝来
南北朝時代・14世紀
中国・元からも
たらされた貴
重な金襴で仕
立てられた袖
無の上衣です
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　江戸時代・19世紀
→7ページ
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室町時代・15世紀

4/10⣩-7/1⣧
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　平安時代・12世紀
誕生仏に甘茶を注ぎ供養する際に、それを受けるうつわです
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　塩川文麟筆
明治6年（1873）　塩川文鱗氏寄贈
桜の名所、京都嵐山。桂川が流れ、
山の斜面に桜が満開です

5/8⣩-6/17⣧
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　上村松園筆
大正7年（1918）   
→7ページ
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千葉市中央区千葉寺町千葉寺址出土
室町時代・天文19年（1550）
畑野勇治郎氏寄贈
釜や鋳物の生産地として名高かった  
天明（てんみょう）で作られたと考えられます
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　北海道アイヌ
北海道栗山町角田字桜山出土
19世紀
尾田勝吉氏・泉麟太郎氏寄贈
兜の前立てにつく鍬形を模して作
られたアイヌの人びとの宝器です
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　奄美大島
第二尚氏時代・19世紀
大和良子氏寄贈
神女が儀式で用いた大形の扇。
太陽と鳳凰が極彩色で描かれています
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森鷗外筆　大正9年（1920）　→6ページ
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ロビラール撮影　江戸時代・文久2年（1862）
福地源一郎（1841～
1906）。文久遣欧使
節には通訳として参
加しました

-4/22⣧


ㆮㆄ

໘
㇁㇓

　େ
ㆈㆈ

㨎
ㆹ㆗

ݟ
ㆿ

「佐渡嶋/一透作/久知住」刻銘
室町時代・15世紀　文化庁蔵
 →7ページ

4/24⣩-6/24⣧

ࢤ
㆗


ㆮ


ㆡ㇃


㇏㇓

�ڮ�
ㆯ㆗

ඣ
ㆲ㇁

　美濃
安土桃山～江戸時代・16～17世紀
松永安左エ門氏寄贈　→7ページ
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平安時代・11世紀　岡野哲策氏寄贈
サクラ材の像。両目を見開いて上歯
で下唇を噛むという顔は、空海が請
来した曼荼羅ゆかりのものです
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平安時代・12世紀
古備前鍛冶の刀工、包平の代表的な作例です
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　鎌倉時代・13世紀
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　室町時代・15世紀

（部分）

ʮതؗͰ͓ՖݟΛʯʢˠ4ϖʔδʣؔ ࿈࡞Ͱ͢ɻ

-5/20⣧

৭
ㆂ㇍

ֆ
ㆆ

ࡩ
ㆈㆄ

थ
㆘㇅

ਤ
㆚

ಁ
㆙ㆉ㆗

ു
ㆰㆡ

仁阿弥道八作　江戸時代・19世紀
白、赤、青で点描画のように描かれ
た桜が、鉢の中に咲きほこります
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　美濃
安土桃山～江戸時代・16～17世紀

4/24⣩-
6/17⣧
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江戸時代・17世紀
江戸時代初期に流行した「地無」
と呼ばれる晴着です
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江戸時代・18世紀
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長谷川久蔵筆　安土桃山時代・16世紀
『平家物語』終盤。平家滅亡後、後白河法
皇は大原に隠棲した建礼門院を訪ねます

和歌に取材した意匠を高度な技巧で
表現した、室町時代蒔絵の名品です

★4/17㊋-5/6㊐
特集「 平成30年  新指定  国宝・重要文化財」

★4/17㊋-5/6㊐
特集「 平成30年 新指定  国宝・重要文化財」
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1-1： 日本美術のあけぼの―縄文・弥生・古墳
1-2： 仏教の興隆―飛鳥・奈良  

2： 国宝室  

3-1： 仏教の美術―平安～室町  

3-2： 宮廷の美術―平安～室町
3-3： 禅と水墨画―鎌倉～室町
4： 茶の美術  

5・6： 武士の装い―平安～江戸
7： 屛風と襖絵―安土桃山・江戸
8-1： 暮らしの調度―安土桃山・江戸
8-2： 書画の展開―安土桃山・江戸
9： 能と歌舞伎
10： 浮世絵と衣装―江戸

11： 彫刻  

12： 漆工  

13-1： 金工  

13-2： 刀剣  

13-3： 陶磁
14： 特集
15： 歴史の記録  

16： アイヌと琉球  

（17： 保存と修理）
18： 近代の美術  

本館 1 F: 11~16 ,18

本館 展 示案内
［4月～5月］
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教育普及事業

。（೦πアーをআくه国際博物館の日）前申込プϩάラムにお申込みいただいた方には、当མにؔわらͣご࿈བྷしますࣄˎ 
実施日の3日前までにडߨՄ൱のฦがない場合は、௨৴トラブルのՄੑも͋りますので、各申込ઌに電話でお問合せください。TEL：03-3822-1111（代）
ˎ各種催し物にごԠืの際にఏڙいただいたݸ人情報は、当֘のతのみに用させていただ͖ます。ऴྃޙはすみかにഁغします。
ˎインλーωットからのお申込みがで͖ない方は、お電話でお問合せください。
ˎ は「ώアリンάループ」ରԠ、 は「UDトーΫ」ରԠのイϕントです。

知る楽しみ、学ぶ喜び

ԋձ・ΪϟϥϦʔτʔΫ・ΨΠμϯεߨ
講演会

ֆըのੈքʯ࡙͘ࡩηミφーʮࡩ
ˎؔ࿈展ࣔ：本4ࢽϖージ
日時：4月7日（）　13：30～15：00
༟լ（学ܳ研究෦）ా：ࢣߨ
は、日本人に最もしまれているՖではࡩ
ないでしょうか。ࡩのඳかれたֆ画をհ
し、ͦの人ؾのൿີをߟえます。

ԋ会ʮ博物館総 ߨྫ݄
㇂㇊
ᷞ
ㆈㆄ
֎
ㆋㆂ
のචʯ　　　

ˎؔ࿈展ࣔ：本6ࢽϖージ
日時：5月19日（）　13：30～15：00
ౡ（博物館情報課）ྑా：ࢣߨ
トーハΫの前で͋るఇࣨ博物館の総だったᷞ外。博物館のެ文ॻॻ੶
のதにӅれたᷞ外のචを௨͡て、ͦのࣄͿりをうかがいます。

ˎ 会場は平館大ߨಊ、定員380໊、ௌߨແྉ（ただし、当日の入館ྉがඞཁ）
ˎ開場は開始の30分前（༧定）

ギャラリートーク
立ମ࡞मཧのݱ͔Β
日時：4月3日（火）　14：00～14：30　本館特ผ1ࣨ
தত美（อଘ修෮ࣨアιシΤイトフェϩー）：ࢣߨ
用に͋わせたॲஔ方法のҧいなど、修理のしさお׆のঢ়ଶ展ࣔ࡞
もしΖさについて、展ࣔ࡞を見ながらお話しします。

ͱࢠのΪϟϥϦーの展ࣔσβイン
ˎؔ࿈展ࣔ：本5ࢽϖージ
日時：4月17日（火）　14：00～14：30　平館ا画展ࣔࣨ
ਆลՃ（ϘランςΟアࣨ主研究員）：ࢣߨ
博物館をָしΜでもらうたΊ、࡞をよりۙくでؑで͖る͜とをతと
した展ࣔσβインについてお話しします。

あなたの鑑賞をサポート

ϘϥϯςΟΞʹΑΔۀࣄ
ʦԟ෮はが͖、ウェブサイトフΥームʧ事前申込制

アートスタジオ
Ͳのޯࢠ

ㆾㆋ

ۄ
㆟ㆾ

Γ࡞
平館ݹߟ展ࣔࣨに͋るޯۄを見学したޙに、

ㆉㆣ
ੴ
㆛ㆌ
を

ՃしてΦリジφルのޯۄを制࡞します。࡞は
お࣋ちؼりいただけます。

日時：ᶃ  6月3日（日）　ᶄ  7月1日（日）　いͣれも13：30～15：30
会場：本館Լ みどりのライΦン（ڭҭීٴスϖース）
ର：খ学3年生～த学生（อޢ者の見学Մ）
定員：20໊ఔ度（Ԡื者多の場合はநબ）
ະຬの方は当日の入館ࡀҎ্70ࡀ生をআく18ߍߴ、Ճ費：ແྉ（ただしࢀ
ྉがඞཁ）

申込方法：当館ウェブサイトのフΥームかԟ෮はが͖でお申込みください。
ԟ෮はが͖の場合は、「ԟ৴用ཪ໘」に（1）ࢀՃ者શ員（2໊まで）のࢯ ・໊
;りがな、学年（2）ࢀՃ者શ員の郵便൪߸・ॅॴ、（3）代表者の電話൪߸、
（4）見学رのอޢ者の人を、「ฦ৴用表໘」に代表者の郵便൪߸・ॅ ॴ・
。申込ઌにおૹりくださいهのうえ、Լهを໌໊ࢯ

申込క切： ᶃ  5月7日（月）ඞண　
ᶄ  6月4日（月）ඞண

申込ઌ： ˟ 110-8712　
東京東্۠ެԂ13-9
東京国立博物館ϘランςΟアࣨ　
ᶃ「6月3日ޯ࡞ۄり」、または
ᶄ「7月1日ޯ࡞ۄり」

お問合せ： TEL 03-3822-1111（代）　
ϘランςΟアࣨ

花
粉
症
さ
え

な
け
れ
ば
ね
〜

๏ོࣉのๅ
ㆻㆄ
物
㇂ㆤ
ΛಡΈղ͘

日時：4月24日（火）　14：00～14：30  法ོࣉๅ物館ୈ6ࣨ
（研究員ࣨٴҭීڭ）೭֮ాࡾ：ࢣߨ
છ৫ॻをத৺に、法ོݙࣉ

㆐㇓

ೲ
ㆮㆄ

ๅ
ㆻㆄ

物
㇂ㆤ

の༝དྷ伝આについて、࡞を前
にしながらޠります。

ߴ
㆓ㆄ

㇄

ㆍ㇌
ͱԾ໊のඒ

ˎؔ࿈展ࣔ：本6ࢽϖージ
日時：5月8日（火）　14：00～14：30  本館特ผ1ࣨ
（ࣨࢊฤ࢙年ेޒඦ）ࢠ美ઍܙ：ࢣߨ
平҆時代を代表する໊ච「ߴ切」のԾ໊の魅力をղੳします。

ᒜ
㇉ㆎ
ೋৗ

㆘㇇ㆄ
ܚ
㆐ㆂ
のબ

日時：5月22日（火）　14：00～14：30  本館13ࣨ
今井敦（調査研究課）：ࢣߨ

ㆡ㇇ㆄ㆘㇍ㆄ

に始まり、一࣍
ㆂㆣ㆗㆝ㆄㆧ㇓
で今日まܗ૬伝という特ҟなࢠ

でଓくᒜ
㇉ㆎ

Ո。激ಈの時代をりӽえ、ᒜՈのૅをங
いた二代ৗܚのࣄを୧ります。

த国のੴ
日時：5月29日（火）　14：00～14：30  東༸館ミュージアムシアλー
（ࣨ࠲ߨҭڭ）一ݴউ：ࢣߨ
東༸館に展ࣔされているத国のੴについて、Ӣ

ㆄ㇓㆓ㆄ㆛ㆣㆎㆤ

ቋੴ۸、ཾ
㇊㇅ㆄ㇂㇓

ੴ۸、 ڹ
ㆌ㇇ㆄ

ಊ
ㆩㆄ

ࢁ
㆖㇓

ੴ۸、天
ㆦ㇓㇊㇅ㆄ㆖㇓

、Ӄのઆ໌を交えながらࣉੴ۸など、த国を代表するੴ۸ࢁཾ
ղઆします。

日本の春
って

サイコーね
！

国ࡍ博物館の日ه೦Ψイμンス
ʮトーϋΫΑ͏ͦ͜ʯ
日時： 5月18日（ۚ）　11：00～11：30、14：00～14：30

本館Լ みどりのライΦン（ڭҭීٴスϖース）
（アιシΤイトフェϩーࣨ࠲ߨҭڭ）ࢠখౡ有紀：ࢣߨ

トーハΫをもっとָしΜでいただくたΊ、博物館のࣄ
のཪଆと今日のおすすΊ࡞をհします。

トーハクビ
ギナーの

みなさん
、ぜひ

ご参加く
ださい！

നָ߳ࢠࢰ
ৗށߐ　࡞ܚ時代・17世紀 
展ࣔ期間：5月22日（火）～
6月24日（日）　本館13ࣨ
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。（೦πアーをআくه国際博物館の日）前申込プϩάラムにお申込みいただいた方には、当མにؔわらͣご࿈བྷしますࣄˎ 
実施日の3日前までにडߨՄ൱のฦがない場合は、௨৴トラブルのՄੑも͋りますので、各申込ઌに電話でお問合せください。TEL：03-3822-1111（代）
ˎ各種催し物にごԠืの際にఏڙいただいたݸ人情報は、当֘のతのみに用させていただ͖ます。ऴྃޙはすみかにഁغします。
ˎインλーωットからのお申込みがで͖ない方は、お電話でお問合せください。
ˎ は「ώアリンάループ」ରԠ、 は「UDトーΫ」ରԠのイϕントです。

五感を使った美術体験

ϫʔΫγϣοϓ・πΞʔ
ワークショップ

日ຊ文化ͱのग़会 ʮ͍ॻମݧʯ　
日本文化を代表するॻにしΉୈ一า。トーハΫॴ
ଂの࡞をおख本に、うちわに一文ࣈ、චϖンでॻ
いてみましょう。ॻくମݧをした͋とは、もっとָ
しくॻをؑで͖るはͣ。

期間：5月22日（火）～6月10日（日）
時間：11：00～16：30（डは～16：00）
会場：本館2֊ラウンジ　定員：各日200໊
ະຬの方は、ผ్当ࡀҎ্70ࡀ生をআく18ߍߴ、Ճ費： 100円（ただしࢀ

日の入館ྉがඞཁ）　ˎ当日ड。ࣄ前申込ෆཁ。

ʦウェブサイトフΥームʧ事前申込制

ʮ友
㇆ㆄ

ષ
㆜㇓

છ
㆞㇁

ʹઓʯ
છ物のٕ法のͻとつ、༑ષ。ݜに、ච

ㆯ
ໟ
㆐

をって৭をૠ
㆕
し、ண物のような՚かな様

をつくりग़してみませΜかʁ

日時：5月26日（）　ᶃ10：00～12：30　ᶄ14：00～16：30
会場：本館Լ みどりのライΦン（ڭҭීٴスϖース）
ର：ᶃখ学4年生～த学3年生とͦのอޢ者のϖア　ᶄߍߴ生Ҏ্
定員：ᶃ1020໊　ᶄ15໊（いͣれもԠื者多の場合はநબ）
、ະຬの方はࡀҎ্70ࡀ生をআく18ߍߴ、Ճ費： 3,000円（またࢀ

当日の入館ྉがඞཁ）
申込方法： 当館ウェブサイトのフΥームからお申込みください。

ˎᶃᶄともに1ճの入力で2໊まで申込Մ。
申込క切： ᶃᶄともに5月7日（月）ඞண

ˎᶃは2人で1つ、ᶄは1人1つͣつ࡞を࡞ります。
ˎ「UDトーΫ」による情報อোをごرの方は申込時におらせください。

お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　ڭҭීࣨٴ

ʦԟ෮はが͖、Eメールʧ事前申込制

国際博物館の日記念ツアー
ʮ্のࢁͰサϧΊ͙Γʯ
ˎؔ࿈展ࣔ：本5ࢽϖージ
「サル」をςーマに্ಈ物Ԃ、国立Պ学博物館、東京国立博物館の専Ո
と3つの施設をΊ͙りながら、各施設をつないで見る新しいָしみ方を見つ
けに行͖ましょう。ࢦせ、サル博࢜！

日時：5月13日（日）　9：00～12：30
会場：্ಈ物Ԃˠ国立Պ学博物館ˠ東京国立博物館のॱに८ります。
ର： খ学5年生Ҏ্（開催時）

ˎখ学生のみの申込みの場合はอޢ者1໊の同がඞཁ。
ˎ1ճにつ͖4໊まで申込Մ。

定員：30໊（Ԡื者多の場合はநબ、当બ者には4月28日（）までにࢀ
Ճূを発ૹ） 
ҿみ物・۩هち物：ච࣋　Ճ費：ແྉࢀ
申込方法：Լهの߲を໌هのうえ、はが͖またはEメールでお申込みくだ
さい。（1）ࢀՃ者શ員の໊ࢯ（;りがな）・年ྸ（学年）、（2）代表者のॅॴ・
ࢯ （໊;りがな）・電話൪߸、（3）「࣭問1：͜ のイϕントをԿでりましたかʁ」、
「࣭問2：͜のイϕントにؔし、ڵຯが͋る͜と、または࣭問したい͜と」
申込ઌ： 〈は が ͖〉 ˟ 110-8711　東京東্۠ެԂ9-83

্ಈ物Ԃ　ڭҭීٴ「サルΊ͙り2018」
　　　　〈Eメール〉 sarumeguri2018@tokyo-zoo.net

໊݅「サルΊ͙り申込」
お申込みの際は、@tokyo-zoo.netからのEメールをड৴で͖るよう、
メールフΟルλーメールιフトを設定してください。特にܞଳ電話から
お申込みの方はご意ください。なお、ࣗಈฦ৴などによる֬ೝメールの
ૹ৴は͋りませΜ。
申込క切：4月22日（日）ˎはが͖は当日ඞண、Eメールは4月22日（日）ૹ

৴分まで有効。
˞当日、औࡐが入る場合が͋ります。また、৬員がه
ࡱӨを行いますのでごྃঝください。
お問合せ：  TEL 03-3828-5171（代）

Ը্ࣀಈ物Ԃ・ڭҭීٴ課・ڭҭීٴ

2017の͍ࢥग़&2018の๊ෛΛޠΔ ʂ́

っちりཕਆさΜに
มで͖ている΄ʁ

Ճ者の皆さΜ とってもࢀ
熱৺にฉいてくれたわ

Ԑਤ（෦分）
ૂઋච　ށߐ時代・19世紀　َོ一૬ଓ財࢈法人دଃ
展ࣔ期間：4月17日（火）～ 5月20日（日）　平館ا画展ࣔࣨ

トーハΫブース前
にてϢリϊキちΌ
Μとه೦ࡱӨ

Ϣリϊキの༿っͺの
આ໌த。ࢲのϔアス
λイルと一ॹでしょ

2018年度も、キッズσー
などࣗ主ا画イϕント開催
時にొ場します！

っちりཕਆさΜにっちりཕਆさΜにっちりཕਆさΜに
มで͖ている΄ʁมで͖ている΄ʁ

 2018度もトーハΫでイϕントが͋ると͖はど
ΜどΜొ場する΄！みΜな、༡びにདྷて΄ー！

トーハΫくΜとϢリϊキちΌΜが広報大 2年を総ׅします。さらに 2人の 2018年度の๊ෛも発表します！

΅͘ͷۄ࡛ݩʢˎʣʹ ొͨ͠Μͩ΄ɻʮ෩ਆཕਆਤẒ෩」の
ཕਆさまのかっ͜うをして、ಘ意のμンスも൸露した΄！トーハ
ΫのPRもっちりで͖た΄ー
トˎーハΫくΜは࡛۽ݝۄ୩ࢢݹݪग़なのです！

ʮੈքΩϟϥΫλʔαϛοτ inӋੜ2017ʯ ʮथπΞʔʯ

2017  2ਓの͍ࢥग़No.1

2018  ೋਓの๊ෛ

はथπアー。ຖ月ୈ一曜日、ϘランςΟアさΜと一ॹにࢲ
थπアーでϢリϊキでのガイドを͜なしたの。お٬様から
も分かりすいってධだったわ。

Ճ者の皆さΜ とってもࢀՃ者の皆さΜ とってもࢀՃ者の皆さΜ とってもࢀ
熱৺にฉいてくれたわ熱৺にฉいてくれたわ

Ϣリϊキの༿っͺのϢリϊキの༿っͺの
આ໌த。ࢲのϔアスઆ໌த。ࢲのϔアスઆ໌த。ࢲのϔアス

トーハΫブース前トーハΫブース前トーハΫブース前
にてϢリϊキちΌにてϢリϊキちΌにてϢリϊキちΌ
Μとه೦ࡱӨΜとه೦ࡱӨ

 お٬様との৮れ合いを௨して、͜れまでҎ্
にトーハΫの魅力を伝えてい͖たいわ。

 2018年度もࢲたちのさらなる׆༂にどうͧ
ご期ください。

 ొ場日がܾまったらSNSでおらせする΄。
みΜなཁチェッΫだ΄！
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〇申込方法
1. 会員専用窓口
　当館正門前の会員専用窓口で即日発行いたします
（現金またはクレジットカード）。
2. ウェブサイト
　専用申込フォームからお申し込みください（クレ
ジットカードまたは郵便振替（振替用紙を送付））。
3. 郵便振替
◦�振替用紙に①種別（友の会、プレミアムパス、4館
共通、ニュース）、②区分（一般、学生）③氏名（ふ
りがな）、④郵便番号、⑤住所、⑥電話番号、⑦
年齢、⑧性別、⑨メールアドレス（メールマガジン
希望者のみ）を通信欄にご記入の上、下記口座ま
でお振替ください。
加入者名：東京国立博物館会員制度
口座番号：00140-3-791791
◦�振込用紙の半券が領収書になります。有効期限
終了まで保管してください。
◦�振替手数料はお客様負担となります。
◦�ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで2
週間程度かかります。
＊一度収められた料金の払い戻しはいたしません。
＊各種イベントのお申込みに際してご提供いただいた個人情
報は、当該目的にのみ使用させていただきます。当館は個人情
報に関する法令を遵守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽
くします。

◦お問合せ
電話03-3822-1111（代）総務課会員制度担当
＊月曜～金曜日の9：30～17：00（土日・祝休日は除く）

FAX 03-3821-9680

イベント＆インフォメーション  

団体
特別会員
日本電設工業株式会社 様
株式会社 コア 様
大日本印刷株式会社 様
株式会社 毎日新聞社 様
株式会社 大林組 様
朝日新聞社 様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社 ミロク情報サービス 様
読売新聞東京本社 様
三菱商事株式会社 様

株式会社 鶴屋吉信 様
日本通運株式会社 美術品事業部 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
株式会社 ナガホリ 様
松本建設株式会社 様
株式会社 古美術藪本 様
謙慎書道会 様
近代書道研究所 様
日本畜産興業株式会社 様
インフォコム株式会社 様
学校法人 大勝院学園 様
有限会社 システム設計 様

凸版印刷株式会社 様
公益財団法人 東芝国際交流財団 様
日本写真印刷コミュニケーションズ株式会社 様
日本ロレックス株式会社 様
サロン・ド・ソネット 様
TABIZURU FOUNDATION 様
株式会社 みずほ銀行 様
一般財団法人 東京国立博物館協力会 様
株式会社 東京書芸館 様
維持会員
株式会社 三冷社 様
株式会社 東京美術 様

株式会社 インターネットイニシアティブ 様
株式会社 小西美術工藝社 様
有限会社 ギャラリー竹柳堂 様
株式会社 育伸社 様
株式会社 モリサワ 様
アミ開発有限会社 名古屋支店 様
光村図書出版株式会社 様
株式会社 資生堂 様
株式会社 グラスバウハーン・ジャパン 様
株式会社 デュナミス 様
キッコーマン株式会社 様
公益社団法人 創玄書道会 様

東京国立博物館賛助会員　2018年2月28日現在
朝陽書道会 様
一般社団法人 書芸文化院 様
株式会社 精養軒 様
株式会社 都市環境企画 様
ANAセールス株式会社  様
株式会社 清光社 様
一般社団法人 学士会 様
公益財団法人 書道芸術院 様
アズビル株式会社 様
セコム株式会社 様
株式会社 ニッセイコム 様
金剛株式会社 様

株式会社 ロイスダール 様
株式会社 岡村製作所 様
株式会社 GICジャパン 様
公益財団法人 アダチ伝統木版画
技術保存財団 様
エクスロン・インターナショナル株式会社 様
正筆会 様
はごろもフーズ株式会社 様
有限会社 くんカンパニー 様
株式会社 目の眼 様
株式会社 前田酒店 様

個人
プレミアム会員
岩間 良孝 様
特別会員
永久 幸範 様
辻 泰二 様
谷川 紀彦 様
佐久間 基晴 様
井田 悦郎 様
大山 孝良 様
田中 三伊 様
田中 御津子 様
維持会員
伊藤 信彦 様
薮内 匡人 様
服部 悦子 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
藤原 紀男 様
中川 俊光 様
関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様
上久保 のり子 様

櫛田 良豊 様
長谷川 英樹 様
池田 孝一 様
木村 剛 様
観世 あすか 様
星埜 由尚 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
飯岡 雄一 様
髙瀬 正樹 様
寺浦 信之 様
高木 美華子 様
吉原 知良 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
池嶋 洋次 様
是常 博 様
上野 孝一 様
北山 喜立 様
山田 泰子 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様
杉田 純一 様
神通 豊 様
神通 豊一 様

石川 公子 様
永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
竹下 佳宏 様
松原 聡 様
野澤 智子 様
坂田 浩一 様
池谷 正夫 様
木谷 騏巳郎 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
飯田 敬子 様
平井 千惠子 様
青山 道夫 様
髙橋 靜雄 様
小西 晫也 様
田中 望 様
三井 速雄 様
坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様
篠田 喜弘 様
片山 正紀 様
伊藤 喜雄 様
井上 雄吉 様

細川 要子 様
錦織 伸一 様
鈴木 幸一 様
秋元 文子 様
土師 詔三 様
鏡 賢志 様
野口 圭也 様
渡邊 雪絵 様
佐藤 禎一 様
田中 榮二 様
山口 隆司 様
原 一之 様
会田 健一 様
相良 多恵子 様
鈴木 徹 様
今里 美幸 様
楠 冨久美 様
櫻井 恵 様
加藤 孝明 様
伊佐 健二 様
軽部 由香 様
木越 純 様
井上 保 様
田中 信 様
岡 靖子 様
古川 晴紀 様
新関 日出夫 様

岩本 光雄 様
山本 隆幸 様
山上 知子 様
名取 幸二 様
増渕 信義 様
要 英範 様
安田 格 様
筑紫 みずえ 様
鳥山 玲 様
栗山 哲夫 様
榎本 享世 様
岡田 良雄 様
阿部 和加子 様
師田 久子 様
井茂 圭洞 様
髙味 良信 様
廣田 穰 様
杉山 恭規 様
笹森 美子 様
高橋 明子 様
小塚 泰博 様
星 八郎 様
星 弘道 様
西永 義久 様
木下 茂子 様
田浦 宏己 様
山中 翠谷 様

荒木 章 様
関口 大志 様
栁村 衛 様
樺澤 剛志 様
小日向 志乃 様
松前 達郎 様
佐藤 貴士 様
横田 隆義 様
新保 幸男 様
中野 俊介 様
井出 宗則 様
土屋 和彦 様
碓田 榮一 様
加納 隼人 様
林 和人 様
清水 透石 様
野本 陽代 様
福田 倫子 様
佐藤 芙蓉 様
青山 慶示 様
谷内 英一 様
樋口 頴一 様
吉永 喜代子 様
竹原 鈴子 様
長嶋 益子 様
富山 仁美 様
髙山 真行 様

渡辺 婦美 様
鈴木 渓泉 様
今村 正 様
供田 扶美 様
福武 正廣 様
竹内 和世 様
岡野 一昭 様
伊藤 彰信 様
小林 浩和 様
加藤 正叙 様
蔵口 真理 様
宮下 雅博 様
西村 裕紀子 様
田代 雅彦 様
昆 政彦 様
髙橋 薫 様
清田 志郎 様
佐野 淑子 様
中村 光宏 様
菅野 良子 様
中島 米治郎 様
田中 久丸 様
神田 靖男 様
森本 晃生 様
石飛 博光 様
清原 真里 様
角田 保行 様

三浦 基広 様
金光 真佐一 様
田辺 修一 様
水野 和良 様
竹内 明世 様
平田 恭之 様
武井 伸之 様
羽石 史生 様
長瀬 正行 様
前田 寿子 様
笠原 勉 様
高木 紘司 様
田中 三伊 様
黒河 英俊 様
廣瀬 敏章 様
北田 俊也 様
高見 康雄 様
岩本 みち子 様
堀川 佳津美 様
瀧本 篤 様
秋元 幸雄 様
中山 安弘 様
鈴木 健之 様
野田 和佳子 様
木村 則子 様
水田 渉子 様
吉原 剛一 様

本吉 丈夫 様
重田 綾子 様
五嶋 滋之 様
笹川 統 様
柴 啓介 様
岩佐 恵子 様
向山 裕子 様
上島 啓祿 様
田中 眞知子 様
髙田 明典 様
根岸 順 様
小野 透 様
竹中 洋介 様
脇 素一郎 様
本條 陽子 様
福井 一夫 様
石田 勝世 様
山神 英司 様
長井 真理 様
島谷 桂子 様
高野 成子 様
森本 文子 様
青木 勝重 様
牧 裕子 様
南 佳菜子 様
沖 斗南 様
北爪 由紀夫 様

伊藤 隆 様
周藤 寛幸 様
山見 勝彦 様
庄司 浩 様
三宮 信秀 様
大貫 健司 様
中井 健二 様
石井 延隆 様
佐々木 裕明 様
鶴谷 舞 様
原田 清朗 様
横田 恭三 様
和田 文彦 様
北山 卓 様
荒井 淳子 様
伊藤 建次郎 様
宮森 景子 様
田原 喬子 様
大山 仁 様
小田 周平 様
田島 ヨシ江 様
沼尻 昭 様
小森 義記 様
那須野 さや佳 様
土志田 嘉 様
本保 順子 様
佐藤 はるみ 様

面田 大介 様
佐藤 義昭 様
三上 昌宏 様
三浦 邦夫 様
近藤 雅美 様
粂田 啓一 様
長谷川 里津子 様
渕本 靖子 様
大類 泰郎 様
岩井 順一 様
藤本 久子 様
仲田 雅也 様
青木 香織 様
染谷 克人 様
伊藤 翔司 様
石井 誠一郎 様
平井 智春 様
田中 久仁恵 様
大原 延恵 様
飯浜 修 様
野島 信明 様
椎名 功 様
小澤田 真弓 様
小松 愛実 様
米山 眞満 様
酒井 淳 様
堀内 洋志 様

曽根 史恵 様
中村 将也 様
黒田 賢一 様
浪崎 俊充 様
塩崎 豊 様
茅野 俊秋 様
前田 祥吾 様
佐野 謙三 様
大久保 愼一 様
野村 和子 様
榊原 陽子 様
石井 利行 様
古家 惣一郎 様
安諸 茉莉子 様
内田 一博 様
梓澤 昂広 様
山﨑 益男 様
井上 美幸 様
林 大和 様
山脇 成啓 様
和田 佳奈子 様
荻野 美穂 様
長谷部 理恵 様

ほか167名、2社、
順不同

東京国立博物館では賛助会制度を設け、文化財の
購入・修理、調査研究・総合文化展・施設整備等の
充実に、幅広くご支援をいただいております。

◦	年会費
入会日より1年（入会月の翌年同月末日まで）有効

〈団体〉�プレミアム会員　1000万円以上
� 特別会員　100万円／維持会員　20万円
〈個人〉�プレミアム会員　100万円以上
� 特別会員　20万円／維持会員　5万円

◦主な特典
特別展内覧会へのご招待�など
◦申込方法
当館窓口、当館ウェブサイト（クレジットカード決済）、
銀行振込

お問合せ　電話�03-3822-1111（代）�総務課賛助会担当

東京国立博物館賛助会のご案内

5月18日の国際博物館の日を記念して、5月5日（土・祝）～20日（日）の期間、
上野の博物館・美術館など13の施設と商店でさまざまなイベントを開催します。
当館では5月18日（金）を総合文化展無料観覧日とするほか、ガイダンス、
上野三館園連携事業「上野の山でサルめぐり」（→13ページ）などを開催。
公式サイト　http：//www.ueno-mw.com/　（4月上旬公開予定）

上野ミュージアムウィーク
－「国際博物館の日」記念事業 2018－

表紙：◎	摩耶夫人および天人像　飛鳥時代・7世紀

上野地区の文化施設を網羅したスタ
ンプラリー付き共通入場券「UENO�
WELCOME�PASSPORT」。上野地
区の10施設の平常展・常設展等に
期間中各1回入場できます。3,000
部限定で特別展付のパスポートも
販売します。
販売・利用期間：4月1日（日）～ 9月30日（日）
販売価格：パスポート2,000円（税込）、特別展付パスポート3,000円（税込）
販売場所：�東京国立博物館正門チケット売場、対象の各施設、エキュート上

野ほかで販売。

上野ウェルカムパスポート

納涼東博寄席

日時：7月15日（日）　開演13：30（開場13：00）
会場：平成館大講堂
出演：�金原亭馬生・金原亭馬治・金原亭馬玉・

金原亭馬久・柳家小春　ほか
料金：2,000円（全席自由）
＊当日は公演のチケットで総合文化展をご観覧いただけます。

お問合せ：�TEL�03-3822-1111（代）��総務課イベント
担当

＊月～金曜日の9：30～17：00（祝休日は除く）

＊ チケットのお求め方法並びにイベントの詳細は、当館ウェブサイトでご確認ください。

国際博物館の日記念ガイダンス

前年のパスポート

国際博物館記念ツアー

平成館ラウンジにてピアノのコンサートを行います。今回は日本・メキシコ外交関係
130周年を記念してメキシコで活躍するピアニストが出演します。
日時：6月23日（土）　開演15：00（開場14：30）　会場：平成館ラウンジ
出演：�アレハンドロ・ベラ（ピアノ）・下山静香（ピアノ）
料金：5,000円　友の会・賛助会割引　4,500円（全席自由）
＊当日はコンサートチケットで総合文化展をご観覧いただけます。

主催：東京国立博物館、サロン・ド・ソネット
協力：K&Associates　International
後援：在日メキシコ合衆国大使館
お問合せ：TEL�03-3822-1111（代）�総務課イベント担当　
＊月～金曜日の9：30～17：00（祝休日は除く）

＊チケットのお求め方法並びにイベントの詳細は、当館ウェブサイトでご確認ください。

東京国立博物館　初夏のコンサート
～研ぎ澄まされた美の世界へと誘う才能あふれるピアニスト～
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東京国立博物館利用案内
開館時間：
9:30～17:00（入館は閉館の30分前まで）
◦�金・土曜日は21：00まで
◦�4 ～ 9月までの日曜日・祝・休日は18：00まで
◦�9月21日（金）・22日（土）は22：00まで
◦�10月31日（水）、11月1日（木）は21：00まで
◦�いずれの場合も黒田記念館は17：00まで
休館日：
月曜日（祝・休日に当たる場合は開館、翌平日休館）
年末年始（12月26日〈水〉～2019年1月1日〈火・祝〉）
◦�3月26日（月）、4月2日（月）、5月1日（火）、8月
13日（月）、12月25日（火）、2019年3月25日（月）
は開館

◦�6月12日（火）は臨時休館
＊ 特別展等の開催に伴い、開館時間及び休館日は変更になる
ことがあります。

総合文化展観覧料金：
一般＝620（520）円　大学生＝410（310）円
◦（　）内は20名以上の団体料金
◦�障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以上、
高校生以下および18歳未満の方は無料
◦�国際博物館の日（ 5月18日〈金〉）、敬老の日（ 9月
17日〈月・祝〉）、トーハク感謝デー（12月23日〈日・祝〉
～25日〈火〉）は、総合文化展は観覧無料

東京国立博物館会員制度
東京国立博物館では、皆様のニーズに合わせて各種会
員制度をご用意しております。

友の会 　

	 発行日から1年間有効
	 年会費　8,000円

【特典】	東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を6枚配布、本誌の定期購読、
ショップ、レストラン割引等様々な特典があります。

メンバーズプレミアムパス 　

	 発行日から1年間有効
	 年会費　一般5,000円、学生3,500円

【特典】	東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を4枚配布します。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
	 発行日から1年間有効
	 年会費　一般2,000円、学生1,000円

【特典】	東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。

ニュース会員
東京国立博物館ニュースの定期購読　
	 年会費　1,000円（6冊分）
【特典】	年6回東京国立博物館ニュースをご自宅に送付
いたします。メンバーズプレミアムパスとの同時申し込み
で100円割引。
＊次号よりご送付希望の場合、締切は5月10日（木）です。

〇申込方法
1. 会員専用窓口
　当館正門前の会員専用窓口で即日発行いたします
（現金またはクレジットカード）。
2. ウェブサイト
　専用申込フォームからお申し込みください（クレ
ジットカードまたは郵便振替（振替用紙を送付））。
3. 郵便振替
◦�振替用紙に①種別（友の会、プレミアムパス、4館
共通、ニュース）、②区分（一般、学生）③氏名（ふ
りがな）、④郵便番号、⑤住所、⑥電話番号、⑦
年齢、⑧性別、⑨メールアドレス（メールマガジン
希望者のみ）を通信欄にご記入の上、下記口座ま
でお振替ください。
加入者名：東京国立博物館会員制度
口座番号：00140-3-791791
◦�振込用紙の半券が領収書になります。有効期限
終了まで保管してください。
◦�振替手数料はお客様負担となります。
◦�ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで2
週間程度かかります。
＊一度収められた料金の払い戻しはいたしません。
＊各種イベントのお申込みに際してご提供いただいた個人情
報は、当該目的にのみ使用させていただきます。当館は個人情
報に関する法令を遵守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽
くします。

◦お問合せ
電話03-3822-1111（代）総務課会員制度担当
＊月曜～金曜日の9：30～17：00（土日・祝休日は除く）

FAX 03-3821-9680

最新情報は、ウェブサイト、Facebook、
Twitter、Instagram、メールマガジンで！
東京国立博物館ウェブサイト　
http://www.tnm.jp/

表紙：◎	摩耶夫人および天人像　飛鳥時代・7世紀

①「東京国立博物館所蔵「調度手本」の成立事情―『西笑和尚文案』を手
掛かりに―」浜野真由美（大阪大学大学院）

②「《報告》東京国立博物館所蔵ブラーフミー文字木簡調査報告」�
荻原裕敏（京都大学特定准教授）�
慶昭蓉（京都大学・日本学術振興会外国人特別研究員）

③「東京国立博物館所蔵クチャ・カローシュティー文字木簡について」�
慶昭蓉（京都大学・日本学術振興会外国人特別研究員）
（荻原裕敏訳〈京都大学特定准教授〉）
④「《研究ノート》狩野探幽と永井信斎尚政―御用絵師
と大名茶人の交友―」�
小野真由美（東京文化財研究所主任研究員）

お問合せ：�当館ミュージアムショップまたは�
中央公論事業出版（TEL：03-5244-5723）

定価：1,543円（税込）

特別展「縄文－1万年の美の鼓動」（7月3日〈火〉～9月
2日〈日〉→2ページ）の無料観覧券（10組20名様）を
プレゼントします。締切は6月10日（日）必着。
＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、
ならびにこの号で一番おもしろかった記事をご記入のう
え、下記までお送りください。発表は発送をもって替え
させていただきます。
〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館�広報室「ニュース4-5月号」プレゼント係

『MUSEUM』672号（2018 年2月15日発行）の掲載論文

特別展「縄文－1万年の美の鼓動」チケットプレゼント
VR作品『風神雷神図のウラ　―夏秋草図に秘めた想い―』～4月22日（日）

VR作品『伊能忠敬の日本図』4月25日（水）～7月1日（日）
江戸時代、56歳から17年かけて日本全国を測量し、初めて実測による日本図
を完成させた伊能忠敬。彼は正確に距離を測るため、常に同じ歩幅で歩く
訓練をしていたといいます。その結果できあがった地図は、現在の衛星写真
にも引けを取らないほど精緻なものです。その特徴から実際の測量方法まで、
伊能忠敬の日本図に込められた謎をバーチャルリアリティで解き明かします。

TNM & TOPPANミュージアムシアター

料金：一般・大学生・高校生500円、小学生・中学生300円
＊未就学児、障がい者とその介護者1 名は無料（1 作品／1 回あたり）
＊総合文化展とセット購入で一般1,000 円／大学生800 円
＊所要時間は約35分です。鑑賞には当日の予約が必要です。
＊演目・スケジュールは都合により変更になる場合があります。
＊詳細はウェブサイトをご覧ください。　URL http://www.toppan-vr.jp/mt/
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　去る1月 12日・13日に当館にて国際シンポジウム「ミュージアム
における日本美術の再発見」が開催されました。「フジヤマ、ゲイシ
ャ、ハラキリ」といった紋切り型の日本イメージを克服し、観衆にど
のように日本美術の魅力を伝えるかについて、熱い議論が交わされま
した。日清・日露の戦争画に焦点を当てた展覧会、「ファン文化」を
キーワードに現代のポップカルチャーと伝統文化とを結びつける試み
など、海外のミュージアムで行われている斬新な試みにちょっとびっ
くり。日本のミュージアム担当者にとっても、刺激と収穫の多い二日
間でした。 （今井敦）

研究員の

つ ぶ やき

撮影：樽見星爾
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念校

1
日

時間延長（18:00まで）　  「桜ぬりえ」11:00～16:00 本館2階
ラウンジ　 「きもの体験」11:00～16:30 本館特別4室＊1　 14:30

2
月

特別開館　  「桜ぬりえ」11:00～16:00 本館2階ラウンジ　 「きもの体験」11:00～
16:30 本館特別4室＊1　 ♪桜の街の音楽会 11:00 正門前、13:00 法隆寺宝物館エントランス

3
火

「きもの体験」11:00～16:30 本館特別4室＊1

 11:00　 「立体作品修理の現場から」14:00 本館特別1室

4
水

「きもの体験」11:00～16:30 本館特別4室＊1　  「国宝『花下遊楽図屛風』を楽しむ」
14:00 本館地下教育普及スペース　♪東博でバッハ vol.40　19:00 平成館ラウンジ＊2

5
木

「きもの体験」11:00～16:30 本館特別4室＊1　 11:00

6
金

夜間開館（21:00まで）　庭園ライトアップ（19:30まで）
「きもの体験」11:00～16:30 本館特別4室＊1　 15:00

7
土

夜間開館（21:00まで）　庭園ライトアップ（19:30まで）　 「きもの体験」11:00～16:30 
本館特別4室＊1　  11:00　  「桜咲く絵画の世界」13:30 平成館大講堂　  14:00

8
日

時間延長（18:00まで）　 「きもの体験」11:00～16:30 本館特別4室＊1

 13:00　  14:00　  15:00

9
月

休館日

10
火

11
水

♪東博でバッハ vol.41 19:00 法隆寺宝物館エントランス＊2

12
木

11:00　 15:00

13
金

夜間開館（21:00まで）
14:00

14
土

夜間開館（21:00まで）　【名作】 「日本美術鑑賞への誘い」
13:30 平成館大講堂　 14:30

15
日

時間延長（18:00まで）　 11:00、13:00　 11:00　
14:30　 15:00

16
月

休館日

17
火

「親と子のギャラリーの展示デザイン」14:00 平成館企画展示室

18
水

19
木

20
金

夜間開館（21:00まで）　 11:00

21
土

夜間開館（21:00まで）　 11:00　【名作】「つながる雪舟、
つながる若冲」13:30 平成館大講堂　 14:00　 15:00

22
日

時間延長（18:00まで）　 11:00

23
月

休館日

24
火

「法隆寺の宝物を読み解く」14:00 法隆寺宝物館第6室

25
水

26
木

14:00

27
金

夜間開館（21:00まで）

28
土

夜間開館（21:00まで）　 13:30

29
日・祝

時間延長（18:00まで）

30
月・休

時間延長（18:00まで）

1
火

11:00

2
水

3
木・祝

時間延長（18:00まで）　 11:00

4
金・祝

夜間開館（21:00まで）　 15:00

5
土・祝

夜間開館（21:00まで）　 11:00　 14:00

6
日

時間延長（18:00まで）　 14:30

7
月

休館日

8
火

「高野切と仮名の美」14:00 本館特別1室

9
水

10
木

11:00

11
金

夜間開館（21:00まで）　 14:00

12
土

夜間開館（21:00まで）　 14:30

13
日

時間延長（18:00まで）　国際博物館の日記念ツアー「上野の山で
サルめぐり」9:00＊3　 13:00　 14:00　 15:00

14
月

休館日

15
火

16
水

17
木

15:00

18
金

国際博物館の日　総合文化展無料観覧日　夜間開館（ 21:00まで）　国際博物館の日記念
ガイダンス「トーハクへようこそ」11:00、14:00 本館地下教育普及スペース　 11:00

19
土

夜間開館（ 21:00まで）　 11:00　 「博物館総長　森鷗外
の筆跡」13:30 平成館大講堂　 14:00　 15:00

20
日

時間延長（18:00まで）　 11:00、13:00　 11:00　 14:30

21
月

休館日

22
火

「書体験」11:00～16:30 本館2階ラウンジ
「樂二代常慶の選択」14:00 本館13室

23
水

「書体験」11:00～16:30 本館2階ラウンジ 

24
木

「書体験」11:00～16:30 本館2階ラウンジ　 14:00

25
金

夜間開館（21:00まで）
「書体験」11:00～16:30 本館2階ラウンジ 

26
土

夜間開館（ 21:00まで）　 「友禅染に挑戦」10:00、14:00 本館地下教育普
及スペース＊3　 13:30　 「書体験」11:00～16:30 本館2階ラウンジ

27
日

時間延長（18:00まで）　 「書体験」11:00～16:30 本館2階ラウンジ
11:00　 15:00

28
月

休館日

29
火

「書体験」11:00～16:30 本館2階ラウンジ
「中国の石仏」14:00 東洋館ミュージアムシアター

30
水

「書体験」11:00～16:30 本館2階ラウンジ 

31
木

「書体験」11:00～16:30 本館2階ラウンジ 

 ＝月例講演会等、詳細は本誌12ページ
 ＝ギャラリートーク、詳細は本誌12ページ
 ＝ワークショップ、詳細は本誌13ページ
 ＝託児サービス実施日（12:30～15:30）　事前予約制　有料
 ＝ ボランティアによるアートスタジオ、事前申込制（※4・5月は休止）
 ＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる浮世絵ガイド、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる陶磁ガイド、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる彫刻ガイド、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる樹木ツアー、集合場所 :本館エントランス
 ＝ ボランティアによる応挙館での茶会、集合場所 :本館エントランス（9:30から集合場所で整
理券配布、参加費500円、各回先着15名）

 ＝ボランティアによる考古展示室ガイド、集合場所 :平成館考古展示室入口
 ＝ ボランティアによる庭園茶室ツアー、集合場所 :本館エントランス（9:30から集合場所で整
理券配布、先着18名）

 ＝ボランティアによる英語ガイド (日本美術の流れ )、集合場所 :本館エントランス
 ＝ ボランティアによるたてもの散歩ツアー、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる近代の美術ガイド、集合場所 :本館エントランス
 ＝ボランティアによる刀剣・武士の装いツアー、集合場所 :本館エントランス
 ＝ ボランティアによる東洋館ツアー、集合場所 :東洋館1階エントランス（4月は「仏像の旅」、

5月は「東洋館ハイライト」をご案内します）
 ＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、集合場所：法隆寺宝物館エントランス
 ＝ 藝大大学院インターンによるギャラリートーク。（※4・5月は休止）

※屋外で実施するツアー･ガイドは雨天の場合中止することがあります

【名作】＝特別展「名作誕生－つながる日本美術」関連事業。申込みは締め切りました
＝「博物館でお花見を」関連事業（→4ページ）　＊1=有料イベント。詳細は前号12ページ

＊2=有料イベント。詳細は前号14ページ　＊3＝事前申込制。詳細は13ページ
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